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議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

志
摩
市
議
会
議
長

小

森
　

仁

副
議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

志
摩
市
議
会
副
議
長

森
　

　

昶

　

こ
の
た
び
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、志
摩
市
議
会
議
長
と
し
て

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
。

　

議
会
議
員
と
し
て
、
も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
は
あ
り
ま
す
が
、
公
正
・

公
平
、
開
か
れ
た
議
会
運
営
を
も
と
に
、
市
民
の
み
な
さ
ま
に
分
か
り
や
す

く
、
身
近
な
議
会
を
め
ざ
し
て
議
会
改
革
を
進
め
て
ま
い
る
覚
悟
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
志
摩
市
議
会
役
員
改
選
に
お
い
て
、
議
員
各
位
の
ご
推

挙
に
よ
り
ま
し
て
、
市
議
会
副
議
長
の
要
職
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
。

　

今
の
志
摩
市
を
取
り
巻
く
環
境
は
少
子
高
齢
化
社
会
で
あ
り
、
市
民

福
祉
の
充
実
・
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
へ
の
対
応
や
、
直
面
す
る
財
政

　

分
権
時
代
に
お
け
る
議
会
は
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
多
様
な
意
思
を
ど

の
よ
う
に
、
ど
こ
ま
で
反
映
し
て
い
く
か
、
政
策
立
案
・
監
視
機
能
の
充
実
・

強
化
を
図
り
な
が
ら
、
市
長
を
は
じ
め
執
行
側
と
意
を
ひ
と
つ
に
し
て
、
住

民
の
福
祉
の
増
進
の
た
め
、
市
発
展
の
た
め
誠
心
誠
意
、
全
身
全
霊
を
傾

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
市
民
の
み
な
さ
ま
方
に
、
も
っ
と
も
っ
と
議
会

を
身
近
な
も
の
に
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
議
会
の
傍
聴
に
お
出

か
け
い
た
だ
き
、
又
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
の
放
映
を
積
極
的
に
ご
ら
ん
頂

く
な
ど
で
、
議
員
の
活
動
ぶ
り
を
見
て
い
た
だ
き
、
叱
咤
激
励
を
賜
れ
ば
、

各
議
員
の
励
み
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
一
層
の
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

難
を
解
消
す
る
為
の
地
域
産
業
の
活
性
化
振
興
施
策
等
も
含
め
大
変
き

び
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
合
併
時
の
目
的
・
約
束
を
具
現
化
す
る

時
期
を
む
か
え
、
市
民
の
要
請
に
応
え
な
が
ら
決
断
を
行
っ
て
ゆ
か
ね

ば
な
ら
な
い
議
会
の
役
割
は
、
責
任
重
大
で
あ
る
と
認
識
す
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

議
長
の
補
佐
役
と
し
て
、
志
摩
市
発
展
の
た
め
に
地
方
分
権
の
時
代

に
適
合
し
た
議
会
改
革
を
積
極
的
に
推
し
進
め
、
希
望
と
活
力
に
満
ち

た
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
全
力
投
球
で
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い

る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

平成１９年第４回臨時会
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各常任委員会委員、議会運営委員会委員、議会広報特別委員会委員、一部事務組合等議会議員は、
次のとおり決まりました。　◎は委員長、○は副委員長

････････新議会構成････････

議　　長　に　小 森 　 仁 氏

副 議 長　に　森 　 　 昶 氏

監査委員 には 中 村 八 郎 氏 を選出

総務財政常任委員会

◎ 山 下 　 弘
○ 中 川 弘 幸
小 田 幸 道
森 本 雅 太
小 河 光 昭
坂 口 　 洋
西 尾 種 生
杉 木 弘 明
森 　 　 昶

（９人）

総務部、企画部、検査室、出納室、議会事務局、監査委員事務局、選挙管
理委員会、公平委員会および固定資産評価審査委員会の所管に関する事務
並びに他の常任委員会に属さない事務について審議を行う委員会です。

平成19年第４回臨時会を11月１日に開きました。
臨時会では  市長から提案された監査委員の選任について同意しました。
また、志摩市議会の役員改選が行われ、次のように決まりました。

平成１９年第４回臨時会
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教育民生常任委員会
（９人）

生活環境部、健康福祉部、教育委員会および病院事業部の所管に関する事
務について審議を行う委員会です。

◎ 森 本 紘 正
○ 西 﨑 甚 吾
出 間 敏 和
中 村 八 郎
杉　本　三八一
野 名 澄 代
髙 岡 英 史
畑　　　美津子
谷 口 　 覚

産業建設常任委員会
（７人）

産業振興部、建設部、上下水道部および農業委員会の所管に関する事務に
ついて審議を行う委員会です。

議会運営委員会
（７人）

定例会等の会期日程および議会運営に関する事項、議長の諮問に関する事
項について協議を行う委員会です。

◎ 三 橋 文 夫
○ 小 河 光 昭
西 﨑 甚 吾
杉　本　三八一
西 尾 種 生
山 際 　 優
畑　　　美津子

◎ 山 際 　 優
○ 廣 岡 安 吉
濵　口　三代和
松 尾 忠 一
上 村 繁 子
三 橋 文 夫
大 口 秀 和
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議会広報特別委員会
（７人）

志摩市議会の広報に関する調査および編集を行う委員会です。

一部事務組合等議会議員名簿

鳥 羽 志 勢 広 域 連 合 議 会 議 員 森本　雅太、西﨑　甚吾、小河　光昭、坂口　　洋、
大口　秀和、山際　　優、畑　美津子

志 摩 広 域 消 防 組 合 議 会 議 員 小田　幸道、山下　　弘、松尾　忠一、森本　紘正、
上村　繁子、西尾　種生

志 摩 広 域 行 政 組 合 議 会 議 員 廣岡　安吉、杉本三八一、野名　澄代、中川　弘幸、
髙岡　英史、谷口　　覚

伊勢地域農業共済事務組合議会議員 濵口三代和、出間　敏和、三橋　文夫

◎ 上 村 繁 子
○ 出 間 敏 和
濵　口　三代和
森 本 雅 太
廣 岡 安 吉
山 下 　 弘
大 口 秀 和

　全国市議会議長会法制参事 本橋謙治さんを
講師にお招きし、地方議会の権限、自治体議会
のあるべき姿などの講演を受けました。めまぐ
るしく変化する社会情勢の中、地域住民の代表
である議会の役割はこれまで以上に重要なもの
になってきています。私たち議員は、住民のみ
なさまの信託にどのように応え、その責務を果
たしていくか、今後も、より一層研さんを積ん
でいきます。

日々研さん 議員研修会
8月28日、議員研修を行いました。

◎志摩市議会庁舎建設に関する特別委員会の役員が代わりました。
委 員 長　杉　木　弘　明
副委員長　野　名　澄　代



6しまし議会だより　第12号

平成１９年第３回定例会
　平成19年第３回定例会を９月13日から10月12日までの30日間行いました。
　定例会では、条例の一部改正案４件、補正予算案５件、決算認定案12件、人事案件７件、物品購
入契約の締結案２件、請願４件、意見書案４件が上程され、37議案を審議し、１件の取り下げがあ
りました。

審 議 し た 案 件 と 結 果

番　　　号 提　　　　出　　　　案　　　　件 結　果

議案第83号 志摩市長の資産等の公開に関する条例の一部改正について
可 決郵政民営化関係法令が施行されたことにともない、資産等報告書等の作成に関する字句の改

正を行いました。

議案第84号 志摩市個人情報保護条例の一部改正について
可 決

個人情報保護に関し条例違反したものに対し、罰則規定を設けるため条例の一部を改正しました。

議案第85号 志摩市立国民健康保険病院事業の設置等に関する条例の一部改正について
可 決

大王病院と前島病院について、診療科目及び病床数を変更するため条例の一部を改正しました。

議案第86号
志摩市立国民健康保険病院事業診療所の設置及び管理に関する条例の一
部改正について

可 決
診療所で診断書、証明書等の交付を受けようとする際の手数料等について、簡易保険に関する
事項を別表に加えるため条例の一部を改正しました。

議案第87号 平成19年度志摩市一般会計補正予算（第３号）について
可 決

歳入歳出予算額にそれぞれ2億966万5,000円を追加し、総額を251億2,268万8,000円としました。

議案第88号 平成19年度志摩市老人保健特別会計補正予算（第２号）について
可 決

歳入歳出予算額からそれぞれ4,588万6千円を減額し、総額を57億4,000万9,000円としました。

議案第89号 平成19年度志摩市介護保険特別会計補正予算（第１号）について
可 決

歳入歳出予算額にそれぞれ2億3,168万2,000円を追加し、総額を40億5,427万円としました。

議案第90号 平成19年度志摩市介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）について
可 決

歳入歳出予算額にそれぞれ268万3千円を追加し、総額を4,226万5,000円としました。

議案第91号 平成19年度志摩市水道事業会計補正予算（第１号）について

可 決
収益的収入額を1,992万8,000円追加し、総額を19億1,585万1,000円としました。
収益的支出額を156万3,000円追加し、総額を18億9,390万7,000円としました。
資本的収入額を157万5,000円追加し、総額を4,965万円としました。
資本的支出額を1,914万7,000円追加し、総額を3億9,783万5,000円としました。

認定第１号 平成18年度志摩市一般会計歳入歳出決算認定について
認 定

平成18年度の歳入決算額は231億3,910万562円、歳出決算額は226億4,771万317円となりました。

認定第２号 平成18年度志摩市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について
認 定

平成18年度の歳入決算額は74億2,419万8,767円、歳出決算額は69億1,679万5,869円となりました。

認定第３号 平成18年度志摩市老人保健特別会計歳入歳出決算認定について
認 定

平成18年度の歳入決算額は57億9,776万5,540円、歳出決算額は57億6,365万928円となりました。
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番　　　号 提　　　　出　　　　案　　　　件 結　果

認定第４号 平成18年度志摩市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について
認 定

平成18年度の歳入決算額は37億1,715万9,150円、歳出決算額は34億3,656万274円となりました。

認定第５号 平成18年度志摩市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について
認 定

平成18年度の歳入決算額は4億6,036万1,326円、歳出決算額は4億4,223万8,636円となりました。

認定第６号 平成18年度志摩市公共駐車場整備特別会計歳入歳出決算認定について
認 定

平成18年度の歳入決算額は262万7,618円、歳出決算額は133万884円となりました。

認定第７号 平成18年度志摩市公共用地取得整備特別会計歳入歳出決算認定について
認 定

平成18年度の歳入決算額は7,345万4,312円、歳出決算額は7,345万4,312円となりました。

認定第８号 平成18年度志摩市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について
認 定

平成18年度の歳入決算額は5,653万7,648円、歳出決算額は5,621万1,131円となりました。

認定第９号 平成18年度志摩市介護サービス事業特別会計歳入歳出決算認定について
認 定

平成18年度の歳入決算額は5億4,291万1,716円、歳出決算額は4億7,302万6,307円となりました。

認定第10号 平成18年度志摩市水道事業会計決算認定について

認 定平成18年度の収益的収入決算額は18億7,919万2,068円、収益的支出決算額は18億5,201万194
円となりました。
資本的収入決算額は2億9,250万1,180円、資本的支出決算額は5億4,464万7,684円となりました。

認定第11号 平成18年度志摩市下水道事業会計決算認定について

認 定平成18年度の収益的収入決算額は9,621万851円、収益的支出決算額は1億5,986万1,846円とな
りました。
資本的収入決算額は7,227万5,200円、資本的支出決算額は7,246万1,956円となりました。

認定第12号 平成18年度志摩市立国民健康保険病院事業会計決算認定について

認 定平成18年度の収益的収入決算額は18億8,170万8,992円、収益的支出決算額は19億8,615万
1,300円となりました。
資本的収入決算額は9,009万5,000円、資本的支出決算額は6,061万1,916円となりました。

（追加）
議案第92号

物品購入契約の締結について
可 決平成19年度志摩市介護老人保健施設介護用ベッド等購入について契約の締結をしました。契

約の相手方は株式会社カトーシステム、契約金額は3,307万5千円（税込み）です。

（追加）
議案第93号

物品購入契約の締結について
可 決平成19年度志摩市介護老人保健施設医療介護機器等購入について契約の締結をしました。契

約の相手方は株式会社中辻大誠堂、契約金額は2,340万4,860円（税込み）です。

（追加）
同意第３号

教育委員会委員の任命について
同 意

教育委員会委員に小川俔子さん（志摩町和具）を選任することについて同意しました。

（追加）
同意第４号

固定資産評価審査委員会委員の選任について
同 意

固定資産評価審査委員に磯和正恆さん（志摩町布施田）を選任することについて同意しました。

（追加）
同意第５号

固定資産評価審査委員会委員の選任について
同 意

固定資産評価審査委員に東　長次郎さん（磯部町山田）を選任することについて同意しました。

（追加）
同意第６号

固定資産評価審査委員会委員の選任について
同 意

固定資産評価審査委員に川口榮紀さん（浜島町南張）を選任することについて同意しました。

（追加）
同意第７号

固定資産評価審査委員会委員の選任について
同 意

固定資産評価審査委員に宮本英紀さん（大王町船越）を選任することについて同意しました。
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番　　　号 提　　　　出　　　　案　　　　件 結　果

（追加）
同意第８号

固定資産評価審査委員会委員の選任について
同 意

固定資産評価審査委員に箕浦眞司さん（阿児町国府）を選任することについて同意しました。

（追加）
同意第９号

志摩市公平委員会委員の選任について
同 意

志摩市公平委員会委員に宮田忠光さん（大王町波切）を選任することについて同意しました。

（追加）
請願第２号

割賦販売法の抜本的改正に関する意見書の提出について

採 択クレジット悪質商法被害の防止と消費者の被害回復、さらに消費者にとって安心・安全なクレ
ジット社会を築くため、割賦販売法の改正にあたって、クレジット事業者の既払金返還責任や
不適正与信防止義務などの実現を要望する意見書の提出を求める請願

（追加）
請願第３号

「『学校安全法』（仮称）の策定をはじめとする総合的な学校の安全対策」を
求める請願書

採 択
子どもたちが安心して学校に通い、安全が保たれた中で学校教育が行えるよう学校安全法（仮
称）の制定をはじめとした総合的な学校安全対策を求める決議及び国の関係機関に意見書の
提出を要望する請願

（追加）
請願第４号

義務教育費国庫負担制度の存続と負担率２分の１への復元」を求める請願書
採 択義務教育費国庫負担制度が存続され、国庫負担率が2分の1へ復元されるよう決議し、国の関

係機関に意見書の提出を要望する請願

（追加）
請願第５号

「30人学級を柱にした義務教育諸学校および高等学校次期定数改善計画の
策定、教育予算拡充」を求める請願書

取り下げ
30人学級を柱にした義務教育諸学校および高等学校次期定数改善計画の策定、教育予算の増
額を行うよう決議し、国の関係機関に意見書の提出を要望する請願

（追加）
発議第３号

道路財源の確保と地方への配分強化を求める意見書

可 決国において道路特定財源の見直しにあたっては、地方が真に必要とする道路整備と今後増大す
る道路の維持管理のための道路財源を確保されることなどを要望する意見書を衆・参議院議
長および関係大臣に提出しました。

（追加）
発議第４号

割賦販売法の抜本的改正に関する意見書

可 決
クレジット悪質商法被害の防止と消費者の被害回復、さらに消費者にとって安心・安全なクレ
ジット社会を築くため、割賦販売法の改正にあたって、クレジット事業者の既払金返還責任や
不適正与信防止義務などの実現を要望する意見書を衆・参議院議長および関係大臣に提出し
ました。

（追加）
発議第５号

「『学校安全法』（仮称）の策定をはじめとする総合的な学校の安全対策」を
求める意見書

可 決学校の安全な環境の整備をすすめていくため、国や行政の役割・責任、財政上の措置、学校・
家庭・地域・関係機関等のそれぞれの役割、学校の安全最低基準等基本的な措置を明記した
学校安全法（仮称）を制定し、総合的な学校の安全対策を強く要望する意見書を衆・参議院議
長および関係大臣に提出しました。

（追加）
発議第６号

「義務教育費国庫負担制度の存続と負担率２分の１への復元」を求める意見書

可 決義務教育の機会均等とその水準の維持・向上及び地方財政安定のため、国が必要な財源を保
障するとの趣旨で確立された義務教育費国庫負担制度を存続し、国庫負担率2分の1の復元を
強く要望する意見書を衆・参議院議長および関係大臣に提出しました。
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■総務財政常任委員会
（付託事項）議案第83号、84号、

議案第87号の「歳入全般」及び歳出のうち「第１款議会費」、「第２款総務費」、「第12款
予備費」について
発議第１号

（要望事項）１　新型交付税制度の情報収集を図ること等、一層の歳入確保と歳出構造の見直しについて
２　個人情報保護条例罰則規定運用について

■教育民生常任委員会
（付託事項）議案第85号、86号、

議案第87号の歳出のうち「第３款民生費」、「第４款衛生費」、「第９款教育費」について
議案第 88 号、89 号、90 号

（要望事項）なし

■産業建設常任委員会
（付託事項）議案第87号の歳出のうち「第５款農林水産業費」、「第６款商工費」、「第７款土木費」、「第

10款災害復旧費」について
議案第91号

（要望事項）１　災害復旧費採択基準の周知を図ることについて

■決算特別委員会
（付託事項）認定第１号、２号、３号、４号、５号、６号、７号、８号、９号、10号、11号、12号

（要望事項）１　自主財源確保に向けた徴収率向上対策の強化について
２　不納欠損処理の適正運用について
３　各地区各種イベント、友好町の精査について
４　観光振興に向けた案内看板等、道路整備費の拡充について

委員会に
議案審査を付託しました
総務財政常任委員会、教育民生常任委員会、産業建設常任委員会および決算特別委員
会は、９月定例会において付託された議案および所管の予算案を本会議で説明のもとに
各委員会が質疑・審査を行い、全議案について原案のとおり可決すべきものと認めまし
た。
なお、各委員会においての付託事項および要望事項は次のとおりです。
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委員会研修視察報告

総務財政常任委員会
内容：①PFI事業による公共施設の建設・維持管理について（可児市）

②自治基本条例の制定について（飯田市）
③自立したまちづくりへの取り組みについて（下條村）

調査の結果：
①PFI方式による学校給食センター整備・維持管理等事業について（可児市）
　可児市は、昭和57年４月に市制をしき、人口約102,280人、面積87.6㎢、岐阜県の中南部に位置
し、古くから飛騨路および木曽路への重要な結接点となっており、また、名古屋圏のベッドタウ
ンとして発展してきました。さて、このPFI方式による事業導入は、市議会での一般質問がきっ
かけで取り組むことになったとのことであり、PFI法に基づき選定事業者が当該施設を設計・建
設し、施設の所有権を市に移管した後、その施設の維持管理および運搬等を行うBTO方式を採
用し、調理業務は従来どおり市が行うというものでした。実施するにあたり、初期投資額、調理
員の雇用問題、衛生指導の方法、国庫補助と起債、長期経済や企業リスク、献立作成と食材納入、
施設の維持管理などを課題として検討したということでした。また、PFI方式を決定した理由は、
財政負担が平準化できること、BTO方式により国庫補助や起債が可能なこと、学校給食という
性格を重視し、食や衛生の一定レベルを保ちやすいことなどがあげられていました。
②自治基本条例制定に向けた取り組みについて（飯田市）
　飯田市は、昭和12年に市制をしき、人口約108,000人、面積658.76㎢、長野県の最南端に位置す
る伊那谷の中心都市として栄え、首都圏と中京圏との連結地域として重要な役割を果たしています。
　当市における条例制定の取り組みは、地方分権社会を迎えた平成14年度に、議会内に超党派に
よる「議会在り方研究会」を設置し、議会改革をテーマとして調査・研究を行ったことが始まり
であり、議会のあり方を検討していく中で、必然的に行政のあり方、市民との関わりなどについ
て明確にしていく必要が生じたことから自治基本条例の制定を目指していくことになったとのこ
とです。
　平成15年度・16年度には、議会議案検討委員会を設置し、飯田市の自治政策について研究し、
平成16年５月にわがまちの憲法を考える市民会議が設置され、平成17年度・18年度に議会に自治
基本条例特別委員会を設置し、原案を作成し、地区説明会の実施、シンポジウムの開催、市民会
議の開催などを経て、条例案を作成し、平成18年９月議会において、飯田市自治基本条例が可決
されました。
　飯田市自治基本条例は、市民主体、情報共有、参加協働の三つの原則に基づいて市民主体の住
みよいまちづくりを進めることを目的としており、市民・議会・行政がそれぞれの役割を認識し、
市民全体のまちづくりを進めていくことが大切であると感じました。
③自立したまちづくりへの取り組みについて（下條村）
　下條村は、明治22年以後118年単独村としてまちづくりに取り組んでおり、人口約4,210人、面
積37.66㎢、長野県の最南端下伊那郡の中央に位置しています。当村におけるまちづくりは、村
長の強烈なリーダーシップのもとでの学校教育改革、合併処理浄化槽事業の推進、住民自らの生
活環境を整備するための資材支給事業、また若者定住促進住宅を178戸建設、幼児から中学生ま
での医療費を無料化するなど若者定住対策を実施したことにより、平成17年の生涯出生率で全国
平均が1.25人に対し、下條村では2.12人と大きく上回っていました。若者の定住が進み、コミュ
ニティーが生まれ、子育てなどを助け合う地域の和、活性化につながっているとのことでした。

日時：７月９日～10日
場所：岐阜県可児市、長野県飯田市、長野県下伊那郡下條村
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教育民生常任委員会
内容：①幼保一元化導入の経緯、認定こども園の運営状況について（米原市）

②博物館の利用状況の調査・研究について（岐阜市）
③大府市中央図書館の運営と業務管理委託並び指定管理者制度の今後の導入について（大府市）

調査の結果：
①幼保一元化導入の経緯、認定こども園の運営状況について（米原市）
　米原市は、平成17年２月に山東町、伊吹町、米原町が合併、更に10月に近江町が追加合併し、
人口約42,000人、13,400世帯、高齢化率23.59%、就業率48.55%の新しい市です。「いぶき認定こ
ども園」は米原市立いぶき幼稚園（定員215名）に米原市立いぶき保育園（定員40名）を移転し、
県の認定を受けて平成19年４月から新体制で開園しています。幼稚園籍の子ども（126名）と保
育園籍の子ども（35名）合計161名に同じ園舎で保育・教育を行っています。また、子育て支援
センターの開設、一時保育、病後児保育についても、職員数24名（保育園籍14名）で事業展開を
しています。いぶき認定こども園の設置については、保育園、幼稚園が市立であったこと、３歳
児の幼稚園保育が実施されていたこと、幼稚園舎が215名定員の十分な規模であったことが背景
にありました。合併直後の米原市が取り組んだ「就学前の保育・教育の改善充実に向けて」の中
で、平成17年12月から10数回にわたる協議会・説明会・懇談会を経て、伊吹地区で保育園、幼稚
園の一体化施設の整備を推進する方針が決定されました。あいまって、国では平成18年に「認定
こども園」に関する法律の答申があり、滋賀県の認定こども園に関する条例、米原市の認定こど

も園に関する規則、知事より認定受諾後、平成19年４
月６日に「いぶき認定こども園」の開園となり、３箇
月が経過したところでした。幼稚園でも保育園でもな
い新しい保育スタイルの追求、地域とのふれあいや関
係機関との連携という検討課題はあるが、保護者の就
労形態に関係なく子どもたちを受け入れられるように
なったのは勿論のこと、子どもたちの発達に必要な集
団（人数）が形成できるようになった結果、同じレベ
ルで保育、教育を行うことができる環境が整ったとい
うことでした。

②博物館の利用状況の調査・研究について（岐阜市）
　岐阜市歴史博物館は、市民が郷土の歴史と文化に親しみ、その知識と理解を深める生涯学習の
場として金華山のふもと岐阜公園の中にあり、ボランティア中心による運営は今後志摩市におけ
る運営の参考になりました。
③大府市中央図書館の運営と業務管理委託並び指定管理者制度の今後の導入について（大府市）
　大府市は人口83,000人、33,280世帯、毎年1,000名単位で人口増加があり、高齢化率14.5%とい
う新興の市です。平成16年４月１日から、基幹的業務を除く図書館業務委託（資料管理、カウン
ター関連業務、登録業務、貸出返却業務、事務管理等）を開始し、開館時間の延長、市内公民館
とのメールカー運行による連携等、利用者サービス向上を第一義に掲げ、柔軟で効率的な運営を
行ってきています。図書館の規模概要は、市職員２名、開館日数315日、貸出冊数504,191冊、貸
出利用者121,404名、登録者数40,068名、PCパスワード登録者1,850名、蔵書資料数230,060点でし
た。図書館を本当に好きな人、専門業者が仕事を請け負うことで、図書館ノウハウの利活用・対
応が、利用者には大変好評であるということでした。館長談話として、「図書館運営を専門業者
に業務委託、もしくは指定管理者制度を導入して運営することは、市民、利用者にレベルの高い
サービス提供ができるので、早く実施すべきである。」とのことでした。

日時：７月４日～５日
場所：滋賀県米原市、岐阜県岐阜市、愛知県大府市

いぶき認定こども園



12しまし議会だより　第12号

産業建設常任委員会
内容：①海を活かした集客施設（神戸市）

②美しいまちなみづくりの調査・研究（徳島市）

調査の結果：
　御座・浜島間の早期架橋建設に対する取り組みの参考とするため明石海峡大橋を管理する本州四国
連絡高速道路株式会社を訪ね橋梁の工法および費用対効果についての調査もあわせて実施しました。
①海を活かした集客施設（神戸市）
　神戸市垂水区の「神戸市立平磯海づり公園」において施設概要、その運営状況等について調査研究
を行いました。この調査は、当市における恵まれた自然および岸壁等海岸線をうまく利用した集客事業、
施策について模索する目的で実施しました。
　この施設は、市の下水道処理場建設に伴う埋立護岸の有効利用を図る目的で設置され昭和59年度に
開園されています。水産資源の培養、市民に安全で快適な釣り場と海上での憩いの場の提供、また海浜
に親しむことにより海洋汚染防止を啓発すること等を主な事業目的として運営されているということでし
た。最近の利用状況を見ると平成17年度は年間利用者実績が約80,000人であったが、平成18年度から
の指定管理者制度移行に伴い「財団法人神戸みのりの公社海浜事業部」が管理運営するようになり入
園者の目標数値を設定しながら各種イベントの実施、サービス向上策を積極的に展開し釣り客等の増大
を図った結果、対前年度比118.5%の約95,000人の年間利用客があったとのことでした。特に「親子釣り
教室」の開催、キッズクラブの拡大、「シルバー釣り感謝週間」を事業の重点項目として掲げ、集客におけ
るターゲットの絞込みを確実に行っている点が注目されました。
　当市においても恵まれた自然を生かしうまく利用することにより十分実現可能な事業ではないかと感
じました。また既存の岸壁を含めた海岸線を有効利用し漁業者との協調を図り水産資源の培養および
海岸・海浜整備を積極的に推進することによりさらなる集客増大に向けた取り組みを考えていく上で非
常に参考になる事業でした。
②美しいまちなみづくりの調査・研究（徳島市）
　徳島市における「しんまちボードウォーク」の整備を中
心にした地域活性化策の取り組みについてその導入経緯、
維持管理および運営経費さらに集客効果等について調査
を実施しました。事業の概要は、徳島市中心部を流れる
新町川を核として親水空間を創造し集客交流、地域活性
化を目指すことを目的に平成７年度、商店街振興組合が
事業主体となり「ボードウォーク」と名づけられた板張り
の遊歩道等の河岸整備が実施され、その後市が事業主体
となり周辺公園を整備し平成９年度事業完了したとのこ
とでした。この事業に伴う総事業費は、およそ１億8,700万円でありその内訳は商店街負担額6,500万円、
市補助金2,800万円、国県補助金それぞれ4,700万円とのことでした。
　この整備事業は平成15年度国土交通省の都市景観大賞（美しいまちなみ優秀賞）をはじめ、そのほ
か多くの賞を受賞され、景観的には大変美しいものでした。しかし、近年この施設の有効利用につい
て中心市街地の空洞化という問題に直面し、その対策としてNPO団体である「まちづくりコーディネー
ター」を中心に「ボードウォーク」の再利用、再活用を試みる事業が次 と々展開されているということでし
た。その代表的な街づくりイベントとして「パラソルショップ」の強化、さらに賑わいの創出を図ることを
目的としたさまざまなイベントに取り組み、再生を目指しているとのことでした。
　ここでも多くのNPO等市民団体が主体的に街づくりに参加しており、当市においても市民の積極的な
参画による事業の推進を図る必要があると考えます。

日時：７月17日～18日
場所：兵庫県神戸市、徳島県徳島市

しんまちボードウォーク
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一

般

質

問

志
摩
市
に
お
け
る
地
方
分

権
自
治
の
対
応
に
つ
い
て

問　

平
成
12
年
に
地
方
分
権
一
括

法
が
施
行
さ
れ
、
そ
の
間
、
財
政

面
で
は
、
義
務
教
育
費
な
ど
国
庫

補
助
負
担
金
の
削
減
、
新
型
交
付

税
の
導
入
な
ど
地
方
交
付
税
の
一

部
改
革
、
さ
ら
に
は
所
得
税
か
ら

個
人
住
民
税
へ
の
恒
久
措
置
な
ど

税
源
移
譲
が
行
わ
れ
、「
三
位
一

体
改
革
」
が
実
施
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
一
方
、
行
政
面
に
お
い
て

は
、
事
務
事
業
の
整
理
統
合
、
必

置
規
制
の
検
討
、
ま
た
定
員
管
理

の
適
正
化
、
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
、
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導

入
な
ど
、「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

の
実
施
が
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
平

成
19
年
4
月
か
ら
は
、
副
市
長
制

度
の
導
入
と
収
入
役
制
度
の
廃
止
、

監
査
の
充
実
、
吏
員
の
廃
止
、
財

務
制
度
の
見
直
し
、
加
え
て
議
会

制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
地
方

自
治
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
昨
年
12
月
、
地
方

分
権
改
革
推
進
法
が
成
立
し
、
平

成
21
年
度
末
ま
で
に
、
第
二
期
地

方
分
権
改
革
を
実
現
す
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
基
本
的
な

考
え
方
は
、
今
後
、
わ
が
国
が
大

き
な
変
化
に
対
応
し
て
い
く
た
め

に
は
、
自
治
の
原
点
で
あ
る
「
住

民
に
近
い
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
る
決

定
ほ
ど
望
ま
し
い
」、
い
わ
ゆ
る

ニ
ア
・
イ
ズ
・
ベ
タ
ー
と
い
う
原
理

に
立
ち
戻
り
、
情
報
共
有
と
住
民

参
画
の
促
進
を
通
じ
て
、
行
政
と

住
民
が
協
働
し
て
自
治
を
推
進
し
、

多
様
性
と
創
造
性
に
溢
れ
た
住
民

本
位
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
実
現
を
図
る
た
め
、
市
町
村

な
ど
基
礎
的
自
治
体
は
、
こ
れ
に

ふ
さ
わ
し
い
十
分
な
権
限
と
財
政

基
盤
の
確
立
、
さ
ら
に
は
高
度
化

す
る
行
政
事
務
に
的
確
に
対
処
で

き
る
専
門
的
な
職
種
を
含
む
職
員

集
団
と
し
て
、
基
礎
的
自
治
体
の

規
模
・
能
力
を
充
実
強
化
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。

そ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
、
志
摩

市
と
し
て
は
、
2
年
半
後
の
地
方

分
権
自
治
に
対
応
す
る
た
め
、
ど

の
よ
う
に
体
制
を
充
実
強
化
さ
せ

て
い
く
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

市
長　

分
権
時
代
の
自
己
決
定
、

自
己
責
任
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
推
進
す
る
た
め
、
自
治
会

の
市
民
参
集
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、

N
P
O
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
団
体

の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

の
た
め
、
議
会
、
行
政
、
住
民

の
役
割
と
責
務
を
定
め
る
「
ま
ち

づ
く
り
基
本
条
例
」
の
策
定
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
三
位
一
体
改
革
、

集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
、

行
財
政
改
革
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

総
務
部
長　

仕
事
の
管
理
、
事
務

事
業
の
評
価
、
政
策
評
価
な
ど
行

政
評
価
制
度
、
ま
た
、
人
事
評
価

制
度
の
適
正
な
運
用
、
活
用
に
つ

い
て
、
先
進
事
例
等
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
構
築
し
て
い
き
た
い
。

問　

地
方
分
権
時
代
に
お
け
る
自

治
の
あ
り
方
で
一
番
大
切
な
こ
と

は
、
行
政
と
住
民
が
お
互
い
に
協

小 田 幸 道
議員

働
し
て
自
治
を
進
め
る
こ
と
で
あ

る
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
単
に
行
政
や
住
民
の
役
割
と

責
任
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
を
理
解
し

て
、
地
域
の
特
性
を
い
か
に
生
か

し
て
、
住
民
と
行
政
が
何
を
ど
こ

ま
で
で
き
る
の
か
、
そ
の
た
め
に

は
、
行
政
は
住
民
と
よ
く
話
し
合

い
、
住
民
の
意
思
が
ど
こ
に
あ
る

の
か
、
そ
の
意
思
を
具
現
化
す

る
た
め
に
行
政
は
ど
う
手
助
け
を

し
て
あ
げ
れ
ば
よ
い
の
か
考
え
て
、

自
治
を
進
め
て
行
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
住
民
自
治
を
推
進
す
る
こ

と
は
、「
地
域
の
公
共
的
な
事
柄

は
、
地
域
住
民
が
自
ら
民
主
的
な

手
続
き
に
基
づ
い
て
決
定
を
す

る
」
こ
と
で
す
。
決
し
て
押
し
付

け
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
点
に
つ
い
て
、
行
政
の
認
識
を

お
伺
い
し
ま
す
。

市
長　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

は
、
行
政
だ
け
が
担
っ
て
い
く
の

で
は
な
く
、
住
民
と
協
働
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
、
よ
り
き

め
細
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
の
願

い
や
思
い
も
十
分
斟
酌
し
、
一
か

ら
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
合
意
形
成

を
図
る
よ
う
、
住
民
自
治
に
つ
い

て
、
し
っ
か
り
と
し
た
仕
組
み
づ

く
り
を
し
て
い
き
た
い
。

まちづくり基本条例に関する対話集会の様子
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１
．「
納
税
や
公
共
料
金
の

納
入
率
ア
ッ
プ
」の
た
め
に

問　

各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る

地
元
商
店
会
な
ど
が
発
行
の
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
や
ス
タ
ン
プ
券
、商

品
券
で
税
金
や
公
共
料
金
の
納
入

が
で
き
る
、ま
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
納
付
す
る
、こ
の
よ
う
な
制

度
導
入
に
つ
い
て
、今
後
の
対
応

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
長　

市
内
で
は
阿
児
町
、
浜
島

町
で
商
品
券
と
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
、

志
摩
町
で
商
品
券
の
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
お
り
、
商
品
券
に
つ
い

て
は
町
内
限
定
・
期
間
限
定
の
形

で
阿
児
町
内
約
4
0
0
店
舗
、
浜

島
町
内
約
1
0
0
店
舗
、
志
摩

町
内
約
1
2
0
店
舗
を
対
象
に
運

用
さ
れ
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
つ

い
て
は
阿
児
町
内
で
加
盟
店
約
40

店
舗
、
浜
島
町
内
加
盟
店
約
20
店

舗
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
納
税

や
公
共
料
金
の
支
払
い
を
可
能
に

す
る
こ
と
は
一
般
の
方
に
と
っ
て

利
便
性
が
広
が
り
、
ま
た
行
政
に

と
っ
て
は
収
納
率
ア
ッ
プ
に
つ
な

げ
て
い
け
る
取
り
組
み
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
、
導
入
に
あ
た
っ
て
は

慎
重
か
つ
十
分
な
協
議
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
税
お

よ
び
公
共
料
金
の
収
納
率
の
向
上

に
つ
い
て
は
、昨
年
度
、未
収
金
対

策
検
討
会
を
設
け
担
当
課
で
情
報

の
共
有
化
等
を
図
り
、
収
納
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問　

18
年
度
会
計
決
算
全
体
で
、

未
収
金
な
ど
の
合
計
額
は
い
く
ら

か
、
19
年
度
の
徴
収
率
の
目
標
値

は
い
く
ら
か
、
ま
た
市
の
収
納
率

は
県
下
で
ど
の
程
度
か
お
尋
ね
し

ま
す
。

総
務
部
長　

会
計
全
体
の
未
収
金

は
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業

会
計
の
総
額
で
33
億
3
，5
8
2

万
円
で
す
。

　

19
年
度
は
市
税
全
体
の
目
標
収

納
率
を
75
・
95
%
と
し
て
税
額
2

億
4
，7
0
0
万
円
の
増
収
を
目

指
し
ま
す
。
志
摩
市
は
17
年
度
の

収
納
率
が
72
・
5
%
で
、
県
下
29

市
町
の
中
の
28
番
目
で
し
た
。

２
．「
ポ
イ
ン
ト
で
介
護

保
険
料
を
支
払
え
る

制
度
」
に
つ
い
て

問　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る

「
ポ
イ
ン
ト
」
で
介
護
保
険
料
等

が
支
払
え
る
制
度
導
入
に
対
す
る

考
え
方
を
お
聞
き
し
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長　

高
齢
者
の
方
々

が
介
護
支
援
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
等
を
通
じ
て
社
会
参
加
や
地

域
の
貢
献
を
行
う
こ
と
で
み
ず
か

ら
の
健
康
増
進
も
図
っ
て
い
く
と

い
う
制
度
に
つ
い
て
は
研
究
の
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
他

県
の
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制

度
導
入
の
実
態
を
把
握
し
な
が
ら
、

慎
重
に
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

西 﨑 甚 吾
議員

３
．「
ス
ポ
ー
ツ
体
験
学
習
と

地
域
ふ
れ
あ
い
交
流
」の
推
進

問　

志
摩
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
利

用
状
況
と
教
育
効
果
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。

教
育
長　

18
年
度
は
市
内
の
小
学

校
や
P
T
A
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

な
ど
9
団
体
5
7
0
人
が
、
ま
た

19
年
度
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

5
団
体
2
8
5
人
が
利
用
し
て
い

ま
す
。
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て

仲
間
や
あ
る
い
は
世
代
を
超
え
た

人
々
と
交
流
で
き
る
こ
と
、
ル
ー

ル
を
守
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

集
団
行
動
の
決
ま
り
や
公
衆
道

徳
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、

人
間
形
成
に
資
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
っ
た
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
に

共
通
す
る
教
育
効
果
が
期
待
で
き

る
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

問　

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

教
育
長　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
通
じ

て
、
健
康
増
進
や
仲
間
づ
く
り
、

幅
広
い
年
齢
層
の
交
流
な
ど
が
期

待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
今
後
学
校

を
含
め
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

を
目
指
す
関
係
諸
団
体
等
に
当
施

設
の
紹
介
な
ら
び
に
活
用
に
つ
い

て
P
R
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
ど
の
よ
う

に
支
援
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

幼
稚
園
や
小
中
学
校
に

お
い
て
は
、
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い

活
動
を
教
育
活
動
の
中
に
位
置
づ

け
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
活
動
、
あ
る

い
は
三
世
代
の
ふ
れ
あ
い
活
動

の
一
環
と
し
て
、
利
用
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
志
摩
の
す
ば
ら
し

い
教
育
資
源
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

関
係
団
体
に
活
用
に
つ
い
て
P
R

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問　
「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
健
康
効

果
調
査
結
果
」
と
、
こ
れ
か
ら
の

活
用
に
つ
い
て
も
お
尋
ね
し
ま
す
。

参
事
兼
観
光
戦
略
室
長　

パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
の
先
進
地
で
は
医
療
費
の

軽
減
に
寄
与
し
た
地
域
も
あ
り
、

平
成
17
年
度
に
三
重
大
学
に
お
願

い
し
、
そ
の
効
果
を
明
ら
か
に
す

る
研
究
を
行
い
ま
し
た
。
健
康
へ

の
効
果
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
調

査
結
果
を
生
か
し
て
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
を
P
R
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
現
場
で
の

周
知
の
徹
底
、
専
門
誌
へ
の
掲
載
、

誘
客
宣
伝
時
に
お
け
る
P
R
等
々
、

有
効
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

議
員　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
体
験
学

習
を
行
っ
た
国
府
小
学
校
の
皆
さ

ん
は
、
自
分
た
ち
で
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
の
案
内
冊
子
を
手
作
り
し
て
届

け
ら
れ
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
場
か
ら

学
校
へ
渡
さ
れ
た
礼
状
に
こ
う
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。「
私
た
ち
は

地
域
主
権
を
主
張
し
て
い
ま
す
が
、

こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
の
自
立
行

動
と
感
性
か
ら
、
自
然
と
地
域
主

権
は
芽
生
え
る
も
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
文

化
は
、
志
摩
か
ら
東
京
や
大
阪
へ

向
か
う
と
い
う
こ
と
に
大
き
な
意

義
が
あ
る
気
が
し
ま
す
」
と
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
も
紹
介
し
て

私
の
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。
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市
政
二
期
目
の
担
当

に
つ
い
て

問　

あ
と
一
年
あ
ま
り
で
そ
の
任

期
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

一
期
終
了
ま
で
に
自
身
の
思
い
は

進
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
合
併
協
議
で
協
議
さ
れ
た
各

旧
町
単
位
の
事
業
等
が
完
了
ま
た

は
解
決
さ
れ
る
見
通
し
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
懸
案
の
諸
課
題
も

数
多
く
残
っ
て
い
る
中
、
平
成
20

年
9
月
に
執
行
さ
れ
る
市
長
選
に

再
度
出
馬
さ
れ
、
二
期
目
の
市
政

の
舵
取
り
役
を
担
っ
て
い
か
れ
る

の
か
ど
う
か
、
心
の
う
ち
を
お
伺

い
し
ま
す
。

市
長　

早
い
も
の
で
、
私
が
6
万

市
民
の
代
表
と
し
て
市
政
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
3
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
就
任
の
際

に
こ
の
厳
し
い
時
代
で
あ
る
が
ゆ

え
に
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
新

し
い
シ
ス
テ
ム
、
新
し
い
地
方
自

治
体
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
り
「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て

よ
し
の
志
摩
市
」
を
目
指
し
て
市

民
の
皆
様
と
と
も
に
力
を
合
わ
せ

て
が
ん
ば
っ
て
い
く
こ
と
を
申
し

上
げ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
合

併
時
の
申
し
合
わ
せ
や
合
意
事
業

を
着
実
に
進
め
て
い
ま
す
が
、
市

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
も
多
く
あ
り
、

特
に
市
火
葬
場
に
つ
い
て
は
一
日

も
早
く
着
手
で
き
る
よ
う
、
こ
の

会
期
中
に
ご
報
告
す
る
よ
う
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
以
上
の
こ
と

か
ら
残
り
の
任
期
を
全
力
投
球
で

全
う
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
適

切
な
時
期
が
来
れ
ば
（
出
馬
に
つ

い
て
）
お
話
し
ま
す
。

問　

会
期
中
に
市
火
葬
場
の
設
置

場
所
が
示
さ
れ
た
後
の
事
業
費
の

予
算
は
補
正
対
応
か
、
20
年
当
初

予
算
で
あ
る
の
か
を
お
伺
い
し
ま

す
。

生
活
環
境
部
長　

土
地
取
得
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
は
補
正
で
お
願

い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

積
極
的
な
企
業
誘
致
を

問　

志
摩
市
は
3
年
前
、
人
口

6
万
1
，0
0
0
余
人
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
が
、
早
く
も
6
万
人

を
切
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
出
生
率
の
減
少
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
就
労
場
所
が
少
な

く
若
者
が
流
出
し
て
い
る
こ
と
が

一
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ま

す
。
そ
こ
で
提
案
申
し
上
げ
ま
す

が
、
済
美
学
院
が
進
出
し
た
経
緯

も
あ
る
よ
う
に
市
所
有
の
普
通
財

産
の
土
地
を
無
償
で
貸
与
す
る
方

法
が
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ま
す

が
、
市
長
の
ご
所
見
を
お
伺
い
し

ま
す
。

西 尾 種 生
議員

市
長　

県
南
の
地
域
は
高
速
道
路

等
の
整
備
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
ま

た
都
市
部
か
ら
の
距
離
が
遠
い
等
、

地
理
的
条
件
が
悪
く
輸
送
等
に
か

か
る
コ
ス
ト
を
考
慮
す
る
と
、
企

業
進
出
が
進
ま
な
い
大
き
な
要
因

で
す
。
福
祉
分
野
で
は
民
間
活
力

に
よ
っ
て
約
5
0
0
人
の
雇
用
が

創
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
進

出
す
る
こ
と
が
可
能
な
業
種
の
方

と
も
情
報
交
換
し
て
積
極
的
に
企

業
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
公
有
財
産
台
帳
の
整
備
を

行
い
、
企
業
誘
致
に
活
用
で
き
る

よ
う
貸
与
も
含
め
有
効
に
活
用
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

本
来
は
二
次
産
業
な
る
工
業

や
製
造
業
と
い
っ
た
業
種
の
1
つ

で
も
2
つ
で
も
誘
致
し
て
、
雇
用

が
図
ら
れ
る
、
そ
の
と
こ
ろ
に
若

者
が
就
労
で
き
る
と
い
う
よ
う
な

こ
と
を
望
む
も
の
で
す
。
し
か
し
、

土
地
も
な
い
、
ま
た
そ
れ
に
見

合
う
メ
リ
ッ
ト
も
な
い
よ
う
で
は
、

企
業
は
決
し
て
進
出
し
て
き
て
は

く
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
例
え
ば
市

が
道
路
を
つ
け
た
、
国
が
道
路
を

つ
け
た
、
そ
の
路
線
沿
い
に
市
有

地
が
あ
っ
て
、
使
わ
れ
ず
に
あ
る

土
地
を
整
地
し
て
誘
致
用
と
整
備

し
て
お
く
こ
と
を
検
討
す
る
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

済
美
学
院
ル
ー
ベ
ン
ハ
イ
ム
志
摩

市
長　

種
々
こ
れ
か
ら
整
理
し
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
例

え
ば
既
存
の
企
業
と
の
兼
ね
合

い
や
他
市
の
よ
う
に
工
業
団
地
等

の
位
置
づ
け
な
ど
検
討
し
な
が
ら
、

地
域
の
雇
用
を
生
み
出
し
て
い
く
、

ま
た
税
の
部
分
で
も
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
こ
と
か
ら
積
極
的
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
今
、
未

利
用
地
の
有
効
な
利
用
策
に
つ
い

て
、
ま
た
財
産
等
の
整
理
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
基
本
的
な
こ

と
を
整
理
し
つ
つ
、
今
後
、
検
討

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

火
葬
場（
浜
島
）
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問　

志
摩
市
が
合
併
後
3
年
が
経

過
し
て
、
分
庁
舎
方
式
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
職
員
も
市
の
施
設
を

行
き
来
す
る
こ
と
が
非
常
に
多
く

な
り
、
経
費
が
必
要
以
上
に
か
か

り
、
新
庁
舎
が
完
成
し
な
い
と
改

革
推
進
が
で
き
な
い
と
考
え
ま
す

が
、
引
き
続
き
行
財
政
の
健
全
化

に
積
極
的
な
取
り
組
み
と
将
来
的

な
財
政
基
盤
の
安
定
に
努
力
い
た

だ
き
た
い
。
志
摩
市
行
政
改
革
実

施
計
画
の
進
捗
状
況
を
お
尋
ね
し

ま
す
。

市
長　

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少

社
会
に
突
入
し
て
い
る
中
で
財
政

状
況
が
厳
し
い
中
、
市
に
お
い
て

も
行
政
改
革
は
課
題
で
す
が
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
き
た
さ
な

い
と
い
う
一
見
相
矛
盾
す
る
2
つ

の
課
題
を
同
時
に
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
困
難
性
の
あ
る

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
職
員

数
を
定
員
適
正
化
計
画
に
よ
り
10

年
間
で
2
0
0
名
削
減
し
て
、
人

件
費
の
削
減
計
画
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
公
共
施
設
の
統
廃
合
を
行
い
、

今
回
老
健
と
診
療
所
の
公
設
民
営

も
一
つ
の
方
法
で
、
医
師
確
保
も

含
め
財
政
的
赤
字
の
解
消
策
に
市

民
の
皆
様
に
も
協
力
い
た
だ
き
な

が
ら
取
り
組
み
た
い
。

問　

情
報
公
開
と
個
人
情
報
保
護

の
進
捗
状
況
は
。

総
務
部
長　

志
摩
市
の
情
報
公
開

条
例
に
つ
い
て
は
総
務
課
各
所
管

で
受
付
事
務
を
行
う
中
で
、
適
正

で
効
率
的
な
判
断
基
準
を
示
す
情

報
公
開
の
手
引
き
を
作
成
し
、
市

民
の
知
る
権
利
や
市
政
に
対
す
る

理
解
と
信
頼
を
深
め
開
か
れ
た
市

政
の
推
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。
個

人
情
報
保
護
法
の
推
進
に
つ
い
て

も
、
個
人
の
権
利
、
利
益
の
保
護

を
図
る
と
共
に
市
政
へ
の
信
頼
を

確
保
す
る
た
め
に
、
職
員
や
外
部

委
託
先
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護

の
徹
底
と
重
要
性
の
認
識
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

問　

市
民
サ
ー
ビ
ス
窓
口
業
務
に

つ
い
て
は
。

企
画
部
長　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
つ
い
て
は
パ
ソ
コ
ン
等
を
利

用
し
た
地
域
イ
ン
ト
ラ
基
盤
整
備

事
業
の
中
で
、
図
書
館
情
報
ネ
ッ

行
財
政
改
革
を
問
う 森 本 紘 正

議員

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
本
の

貸
し
出
し
業
務
で
図
書
検
索
や
貸

し
出
し
が
で
き
ま
す
。

福
祉
部
長　

昨
年
福
祉
事
務
所
内

に
市
民
の
困
り
ご
と
の
相
談
窓
口
、

福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
、

子
ど
も
や
高
齢
者
の
虐
待
・
認
知

症
・
障
害
を
お
持
ち
の
方
々
の
総

合
窓
口
と
し
て
多
く
の
市
民
に
活

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

問　

健
全
財
政
運
営
の
推
進
と
公

営
企
業
の
経
営
安
定
化
は
。

総
務
部
長　

公
債
費
の
抑
制
に
つ

い
て
は
、
財
政
収
支
見
通
し
で
当

分
の
間
は
合
併
特
例
債
を
活
用
し

て
事
業
を
展
開
し
て
い
く
計
画
で
、

平
成
23
年
ま
で
は
市
債
の
額
が
公

債
費
を
上
回
る
状
況
で
す
が
、
平

成
20
年
以
降
は
逆
転
す
る
見
通
し

で
す
。
補
助
費
に
つ
い
て
は
、
鳥

羽
志
勢
広
域
連
合
や
病
院
事
業
会

計
等
へ
の
負
担
は
、
平
成
20
年
度

以
降
は
横
ば
い
を
想
定
し
て
い
ま

す
。
扶
助
費
に
つ
い
て
は
老
人
人

口
増
や
生
活
保
護
費
・
児
童
手
当

等
の
増
加
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
予

算
編
成
に
つ
い
て
も
18
年
度
か
ら

部
局
単
位
で
一
般
財
源
ベ
ー
ス
で

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
最
少
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
発
揮
す
る

た
め
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
財
源

の
有
効
活
用
を
図
り
、
枠
配
分
方

式
の
方
法
に
よ
り
編
成
し
て
い
き

た
い
。

病
院
事
業
部
長　

自
治
体
病
院
は

地
域
住
民
の
健
康
管
理
面
の
役
割

を
担
う
も
の
で
、
救
急
医
療
や
不

採
算
医
療
に
積
極
的
に
取
り
組
み

な
が
ら
経
済
性
を
求
め
ら
れ
、
薬

品
・
薬
剤
の
一
括
入
札
等
に
取
り

組
み
、
大
王
病
院
の
給
食
部
門
の

民
間
委
託
に
よ
り
1
，6
0
0
万

円
の
費
用
削
減
等
努
力
し
て
き
ま

し
た
。
前
島
診
療
所
と
連
携
を
取

り
相
互
協
力
し
な
が
ら
病
院
事
業

部
一
丸
と
な
り
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

問　

税
・
使
用
料
そ
の
他
滞
納
金

や
収
入
未
済
に
つ
い
て
は
。

総
務
部
長　

本
年
度
よ
り
税
源
移

譲
が
行
わ
れ
、
市
民
税
の
税
収
確

保
が
重
要
と
な
り
、
市
税
お
よ

び
公
共
料
金
の
未
収
対
策
と
し
て
、

収
税
課
を
事
務
局
に
各
公
共
料
金

の
取
り
扱
い
窓
口
部
署
を
対
象
と

し
た
未
収
金
対
策
検
討
委
員
会
を

設
置
し
て
、
滞
納
整
理
シ
ス
テ
ム

の
整
備
お
よ
び
情
報
の
提
供
・
共

有
、
ま
た
コ
ン
ビ
ニ
収
納
等
に
よ

る
収
納
窓
口
の
拡
大
、
多
重
債
務

問
題
な
ど
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

問　

幼
保
一
元
化
・
学
校
統
合
・

公
共
施
設
の
見
直
し
は
。

教
育
部
長　

幼
保
一
元
化
に
つ
い

て
は
少
子
化
の
み
で
な
く
適
齢
期

の
子
ど
も
を
持
つ
世
帯
の
顕
在

化
・
核
家
族
化
や
夫
婦
共
働
き

の
増
加
等
、
種
々
の
要
因
を
も
と

に
学
校
統
合
や
現
在
の
状
況
も
視

野
に
入
れ
施
設
の
統
廃
合
、
充
実
、

新
設
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
市

で
は
19
の
保
育
所
と
11
の
幼
稚
園

で
保
育
を
実
施
し
て
お
り
、
施
設

の
中
で
は
耐
震
診
断
の
結
果
、
補

強
工
事
が
必
要
な
8
施
設
、
耐
震

基
準
を
満
た
さ
な
い
昭
和
56
年

以
前
の
木
造
施
設
が
7
施
設
あ

り
、
志
摩
市
保
育
所
・
幼
稚
園
等

の
あ
り
方
検
討
会
で
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
。
学
校
統
合
に
つ
い
て

は
、
学
校
再
編
検
討
委
員
会
で
地

域
の
皆
さ
ま
の
声
を
聞
き
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

和具保育所
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公
共
サ
ー
ビ
ス
の
民
間

委
託
に
つ
い
て

問　

地
方
分
権
時
代
の
新
し
い
と

き
を
迎
え
、
少
子
高
齢
化
の
福
祉

を
考
え
、
地
域
の
環
境
整
備
等
々

の
事
務
事
業
の
新
し
い
行
政
需
要

に
対
応
す
べ
く
行
政
改
革
の
一
環

と
し
て
、
徹
底
的
に
民
間
の
活
力

を
利
用
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
そ
こ
で
1
点
目
に
本
市
の
基

本
的
な
考
え
、
2
点
目
に
本
市
の

現
状
、
3
点
目
に
今
後
の
対
応
策

に
つ
い
て
の
所
見
は
。

市
長　

行
政
が
提
供
し
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
で
あ
っ
て
も
民
間
に
ゆ

だ
ね
た
ほ
う
が
よ
り
効
果
的
で
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が
期
待
で
き

る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
が
可
能
な

も
の
に
つ
い
て
は
、
職
員
数
と
業

務
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
し
な
が
ら

積
極
的
に
民
間
委
託
ま
た
は
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
等
を
推
進
し
た

い
。
現
状
は
、
ご
み
の
収
集
運
搬

業
務
に
お
い
て
は
、
志
摩
清
掃
セ

ン
タ
ー
、
阿
児
清
掃
セ
ン
タ
ー
は

不
燃
物
、
磯
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
は

可
燃
物
を
一
部
民
間
委
託
、
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
配
送
業
務
は
志
摩

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
民
間
委
託
、

水
道
業
務
の
メ
ー
タ
ー
検
針
、
集

金
、
並
び
に
水
道
料
金
の
滞
納
整

理
業
務
を
民
間
業
者
に
委
託
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
指
定
管
理
者
制
度
に
お

い
て
は
、
現
在
39
施
設
を
管
理
委

託
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
対
応
策

は
、
一
部
委
託
を
し
て
い
る
ご
み

収
集
運
搬
業
務
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
配
送
業
務
等
に
つ
い
て
全

部
委
託
へ
の
検
討
の
ほ
か
、
公
共

施
設
の
統
廃
合
と
い
う
こ
と
も
併

せ
て
積
極
的
に
民
間
委
託
の
方
向

で
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

医
療
費
の
助
成
に

つ
い
て

市
民
バ
ス
に
つ
い
て

中 川 弘 幸
議員

問　

本
市
に
あ
っ
て
は
、
4
歳
未

満
の
乳
幼
児
に
つ
い
て
は
、
福
祉

医
療
制
度
に
よ
り
無
料
化
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
療
保
険

制
度
で
は
、
明
年
4
月
か
ら
就
学

前
に
つ
い
て
は
、
3
割
か
ら
2
割

負
担
と
な
り
ま
す
。
負
担
あ
る
い

は
助
成
を
、
小
学
校
か
ら
中
学
校

修
了
の
義
務
教
育
期
間
中
は
、
医

療
費
の
無
料
化
、
軽
減
化
を
図
る

べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
そ

こ
で
1
点
目
に
本
市
の
現
状
、
2

点
目
に
近
隣
の
市
町
の
状
況
、
3

点
目
に
今
後
の
拡
充
策
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

市
長　

本
市
の
状
況
は
、
福
祉

医
療
費
の
う
ち
、
乳
幼
児
医
療

費
助
成
の
対
象
者
数
は
、
平
成

18
年
度
は
1
，4
0
3
人
で
保
険

制
度
を
実
施
し
て
お
り
、
入
院

以
外
の
医
療
費
対
象
年
齢
は
4
歳

未
満
で
す
。
入
院
の
み
の
医
療
費

助
成
の
平
成
18
年
度
支
払
い
状
況

は
、
4
，6
4
0
万
7
，0
0
0
円
、

2
万
3
，3
0
0
件
と
な
り
、
県

が
1
／
2
、
市
が
1
／
2
の
負
担

率
で
、
年
間
約
2
，5
0
6
万
円

程
度
が
市
の
負
担
で
す
。
近
隣
の

状
況
は
、
県
制
度
の
実
施
の
み
が

問　

旧
磯
部
町
に
あ
っ
て
は
、
市

民
バ
ス
は
町
内
の
一
部
で
多
数
の

住
民
の
利
便
性
は
確
保
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
各
地
区
か
ら
の
交
通
手

段
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
合
併
以

前
か
ら
の
懸
案
事
項
で
、
近
年
の

高
齢
化
と
と
も
に
ま
す
ま
す
強
く

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長　

地
域
公
共
交
通
会
議
の
理

事
会
で
磯
部
地
区
の
地
理
的
条
件

や
交
通
空
白
地
域
の
解
消
や
今
回

志
摩
市
を
含
め
て
11
市
、
市
上
乗

せ
制
度
を
実
施
の
市
が
3
市
で
す
。

上
乗
せ
制
度
の
内
容
は
、
伊
勢
市

で
は
、
食
事
の
標
準
負
担
額
の
助

成
に
つ
い
て
制
限
の
廃
止
、
松
阪

市
に
お
い
て
は
、
入
院
通
院
の
助

成
対
象
を
5
歳
ま
で
拡
大
、
亀
山

市
は
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

の
所
得
制
限
の
廃
止
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
の
拡
充
策
は
、
乳
幼

児
医
療
費
助
成
は
三
重
県
に
お
い

て
福
祉
医
療
制
度
の
改
革
検
討
が

行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
動
向

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
県
の
拡
充
策

と
合
わ
せ
て
検
討
を
し
て
い
き
ま

す
。

民間委託された志摩学校給食センター配送業務

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
等
を
も
と
に
、
磯
部
町
地
区
に

お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
あ

り
方
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
を

開
始
し
て
お
り
、
今
後
、
住
民
に

と
っ
て
利
用
し
や
す
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
見
直
し
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
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志
摩
市
地
域
防
災
、

地
震
防
災
に
つ
い
て

問　

能
登
半
島
、
三
重
北
中
部
、

新
潟
中
越
沖
地
震
と
内
陸
直
下
型

地
震
が
連
続
し
て
3
回
も
発
生
し

て
い
ま
す
。
中
部
東
海
地
方
は
巨

大
地
震
の
巣「
南
海
駿
河
ト
ラ
フ
」

に
近
く
、
今
後
30
年
以
内
に
巨
大

地
震
の
発
生
す
る
可
能
性
が
50

〜
85
%
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
海
洋
型
巨
大
地
震
は
、
過

去
の
歴
史
か
ら
併
発
し
て
起
こ
り
、

震
度
6
以
上
の
揺
れ
が
予
想
さ
れ
、

津
波
被
害
も
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

志
摩
市
は
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
志
摩
市
地
域
防
災
計

画
の
中
で
、
市
民
の
生
命
・
身
体
・

財
産
を
災
害
か
ら
保
護
し
、
人
的

被
害
等
を
軽
減
す
る
た
め
に
市
民

運
動
等
を
展
開
す
る
と
謳
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
志
摩
市
地
域
防
災

の
関
連
に
つ
い
て
所
見
を
お
尋
ね

し
ま
す
。

①
本
年
の
志
摩
市
総
合
防
災
訓
練

の
総
括
と
反
省
点
に
つ
い
て

②
志
摩
市
の
保
育
所
、
幼
稚
園
、

小
中
学
校
の
防
災
地
震
訓
練
の

実
態
に
つ
い
て

③
高
齢
者
や
障
が
い
者
等
の
要
援

護
者
の
避
難
対
策
に
つ
い
て

④
市
全
域
で
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成

を
展
開
す
る
考
え
に
つ
い
て

⑤
家
屋
の
倒
壊
被
害
を
軽
減
す
る

た
め
の
対
策
、
木
造
住
宅
の
耐

震
化
補
強
と
耐
震
診
断
に
つ
い

て
⑥
一
般
向
け
が
ス
タ
ー
ト
さ
れ
る

気
象
庁
の
緊
急
地
震
速
報
の
活

用
に
つ
い
て

市
長　

波
切
漁
港
で
実
施
し
た
志

摩
市
総
合
防
災
訓
練
は
全
市
で
9
，

7
1
9
人
の
参
加
で
し
た
。
主
会

場
は
関
係
機
関
等
の
連
携
に
よ
る

防
災
体
制
の
確
立
と
防
災
意
識
の

向
上
を
目
的
と
し
て
実
施
、
ま
た
、

分
散
会
場
で
も
自
治
会
・
自
主
防

災
組
織
が
避
難
訓
練
を
行
い
、
防

災
意
識
の
向
上
・
高
揚
に
結
び
つ

き
ま
し
た
。

総
務
部
長　

防
災
訓
練
主
会
場
は

旧
町
単
位
で
一
巡
す
る
計
画
で
、

今
後
は
子
ど
も
た
ち
の
参
加
も
視

野
に
入
れ
て
検
討
し
ま
す
。
防
災

マ
ッ
プ
の
作
成
は
、
地
域
町
内
会

や
自
治
会
等
と
協
力
の
上
、
作
業

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
消
防

森 昶
議員

浜
島
町
小
学
校
の
今
後

の
計
画
に
つ
い
て

問　

①
児
童
の
安
全
通
学
路
確
保

の
た
め
の
学
校
周
辺
の
道
路
整

備
に
つ
い
て

②
迫
塩
・
大
崎
地
区
児
童
の
遠
距

離
通
学
時
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運

行
に
つ
い
て

団
活
動
で
も
防
災
チ
ェ
ッ
ク
マ
ッ

プ
の
作
成
を
計
画
中
で
す
。
気
象

庁
の
緊
急
地
震
速
報
の
シ
ス
テ
ム

は
、
N
H
K
放
送
に
よ
り
「
緊
急

地
震
速
報
」
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

各
社
が
導
入
検
討
中
の
「
緊
急
地

震
速
報
装
置
」
が
あ
り
、
こ
れ
ら

の
動
向
も
踏
ま
え
十
分
検
討
し
て

い
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長　

保
育
所
は
毎
月

1
回
を
基
本
に
地
震
・
津
波
を
想

定
し
た
避
難
訓
練
や
保
護
者
へ
の

引
き
渡
し
訓
練
等
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
高
齢
者
等
の
要
援
護
者
避

難
対
策
に
つ
い
て
は
、
18
年
度
地

域
福
祉
計
画
の
中
で
自
治
会
が
中

心
で
要
支
援
者
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

市
と
社
会
福
祉
協
議
会
も
個
人
情

報
保
護
に
配
慮
し
な
が
ら
支
援
を

行
い
、
要
援
護
者
の
把
握
と
救
助

が
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
構
築
中

で
す
。

教
育
長　

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校

の
防
災
訓
練
は
、
幼
稚
園
で
は
年

平
均
11
回
、
小
学
校
は
平
均
3.7
回
、

中
学
校
は
平
均
2.5
回
、
防
災
計
画

に
沿
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

建
設
部
長　

木
造
住
宅
の
耐
震
化

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
旧
耐
震

基
準
で
の
木
造
住
宅
の
戸
数
は
約

7
，0
0
0
戸
で
、
無
料
で
耐
震

診
断
を
実
施
中
で
す
。
15
〜
18
年

の
診
断
戸
数
と
、
今
年
度
募
集
戸

数
の
合
計
総
診
断
戸
数
は
3
7
5

戸
で
す
。
耐
震
化
実
績
は
合
計
6

戸
で
す
。
診
断
結
果
に
よ
っ
て
最

高
60
万
円
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

学
校
・
福
祉
施
設
に
つ
い
て
は
、

耐
震
診
断
結
果
（
4
保
育
所
1
幼

稚
園
）
と
旧
耐
震
基
準
木
造
施
設

（
3
保
育
所
2
幼
稚
園
）
の
現
状

か
ら
合
計
7
保
育
所
と
3
幼
稚
園

で
早
急
に
耐
震
対
策
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

③
浜
島
、
迫
塩
両
小
学
校
、
体
育

館
も
含
め
た
跡
地
利
用
計
画
に

つ
い
て

④
浜
島
町
小
学
校
周
辺
の
上
水
道

布
設
計
画
に
つ
い
て

を
お
尋
ね
致
し
ま
す
。

教
育
部
長　

浜
島
町
小
学
校
の
用

地
造
成
工
事
は
12
月
に
は
完
成
見

込
み
、
平
成
20
年
に
校
舎
建
設
工

事
の
発
注
、
平
成
22
年
度
中
に
校

舎
改
築
工
事
完
成
の
予
定
で
す
。

平
成
22
年
4
月
に
統
合
小
学
校
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

通
学
路
の
安
全
対
策
と
学
校
周

辺
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
県
へ
の

要
望
、
関
係
部
局
と
の
協
議
、
管

理
用
道
路
の
有
効
利
用
等
「
安
全

通
学
」
を
念
頭
に
置
き
関
係
者
と

協
議
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

　

遠
距
離
通
学
児
童
の
た
め
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
は
、

統
廃
合
条
件
覚
書
を
尊
重
し
具
体

化
に
向
け
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
地
元
の

皆
様
・
関
係
者
の
意
見
を
伺
い
方

針
を
決
め
て
い
き
ま
す
。

上
下
水
道
部
長　

浜
島
町
小
学
校

が
開
校
さ
れ
る
と
、
現
在
の
口
径

で
は
対
応
出
来
な
い
の
で
新
設
配

管
に
向
け
て
近
々
に
検
討
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
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議
会
へ
の
報
告
義
務
、説

明
責
任
を
怠
っ
た
市
長

の
政
治
倫
理
観
を
問
う

問　

市
長
が
公
正
な
職
務
を
遂
行

す
る
た
め
に
は
、
常
に
議
会
や
市

民
へ
の
情
報
開
示
を
欠
か
し
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
市
長

は
こ
の
重
大
な
情
報
開
示
を
怠
り

ま
し
た
。
平
成
19
年
5
月
28
日
に
、

庁
舎
建
設
工
事
を
落
札
し
た
業

者
に
公
正
取
引
委
員
会
か
ら
処
分

が
出
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、

市
長
は
6
月
5
日
の
議
案
審
議
ま

で
こ
の
事
件
を
議
会
に
報
告
し
な

か
っ
た
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。
議
案
を
賛
成
す
る
か
反
対
す

る
か
の
判
断
基
準
と
な
る
重
大
な

事
件
を
、
議
会
に
報
告
し
な
か
っ

た
市
長
の
政
治
倫
理
と
は
、
法
に

抵
触
し
て
い
な
け
れ
ば
議
会
に
何

の
報
告
も
し
な
く
て
よ
い
、
市
長

独
断
で
何
を
し
て
も
よ
い
と
い
う

こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。
市
長
が

議
会
へ
の
報
告
義
務
、
説
明
責
任

を
怠
っ
た
こ
と
に
対
し
、
7
名
も

の
議
員
が
不
信
の
念
を
抱
き
、
納

得
の
い
く
説
明
を
求
め
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
市
長
の
政
治
倫
理
観
か
ら

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
長　

市
政
が
市
民
の
信
託
に
基

づ
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に

鑑
み
て
、
公
正
で
開
か
れ
た
市
政

の
確
保
と
発
展
に
寄
与
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

市
政
に
対
す
る
期
待
に
誠
実
に
か

つ
確
実
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、

高
い
倫
理
観
を
持
ち
続
け
る
こ
と

が
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
民

の
最
大
利
益
に
つ
な
が
る
よ
う
な

あ
ら
ゆ
る
局
面
に
お
い
て
、
総
合

的
な
判
断
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
れ
ま
で
も
そ
う
し
て
き

ま
し
た
し
、
今
後
も
そ
の
姿
勢
で

市
政
に
当
た
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
上
で
、
法
に
触
れ
な
け
れ
ば
ど

う
い
う
手
法
で
も
よ
い
の
か
と
い

う
指
摘
で
す
が
、
決
し
て
そ
の
よ

う
な
意
味
で
は
な
く
、
定
め
ら
れ

た
所
定
の
手
続
き
に
沿
っ
て
事

務
事
業
を
遂
行
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
す
。
今

回
の
指
名
停
止
の
基
準
あ
る
い
は

運
用
に
つ
い
て
は
、
三
重
県
内
の

自
治
体
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
裁
量
に

よ
っ
て
基
準
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。

野 名 澄 代
議員

そ
の
上
で
、
議
員
の
皆
さ
ん
か
ら

種
々
指
摘
を
受
け
、
議
会
に
対
し

て
ご
心
配
を
か
け
た
こ
と
に
つ
い

て
は
大
変
遺
憾
に
思
っ
て
い
ま
す
。

問　

入
札
制
度
の
定
め
ら
れ
た
事

務
事
業
に
沿
っ
て
進
め
た
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
条
例
に
は
報
告
し
て

は
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
ま
せ
ん
。

市
長
は
5
月
31
日
の
午
前
中
に
仮

契
約
を
し
、
午
後
に
公
正
取
引
委

員
会
の
決
定
を
知
っ
た
の
で
あ
れ

ば
、
議
案
審
議
の
6
月
5
日
ま
で

に
事
前
に
議
会
に
報
告
し
、
判
断

を
仰
ぐ
べ
き
で
す
。
な
ぜ
、
議
会

に
報
告
し
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
議
会
へ
の
説
明
責
任
、
報
告

義
務
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。

市
長　

志
摩
市
の
基
準
は
三
重
県

の
指
名
停
止
後
と
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
基
準
に
沿
っ
て

判
断
し
て
き
た
と
い
う
の
が
実
情

で
す
が
、
議
員
が
指
摘
さ
れ
た
よ

う
な
話
が
あ
る
中
で
、
そ
う
い
っ

た
配
慮
が
し
か
る
べ
き
で
は
な
い

か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
あ
り
方

も
含
め
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

問　

四
日
市
市
で
は
、
市
長
の
判

断
で
仮
契
約
を
破
棄
し
た
と
新
聞

で
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
県
で

は
入
札
制
度
の
中
に
保
留
制
度
を

設
け
、
仮
契
約
の
後
、
落
札
し
た

業
者
に
問
題
が
生
じ
た
場
合
、
本

契
約
の
締
結
を
保
留
し
、
処
分
が

決
定
し
た
時
点
で
契
約
を
破
棄
し

て
い
ま
す
。
志
摩
市
で
は
市
長
の

裁
量
権
で
、
指
名
停
止
処
分
は
県

に
準
じ
て
6
月
6
日
ま
で
待
っ
て
、

県
の
保
留
制
度
は
準
用
し
て
い

ま
せ
ん
。
穿
っ
た
見
方
を
す
れ
ば
、

市
長
は
何
ら
か
の
理
由
で
、
こ
の

落
札
し
た
業
者
と
契
約
を
す
る
必

要
が
あ
っ
た
と
受
け
取
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

市
長
は
、
可
決
に
導
く
た
め
に
業

者
の
不
利
益
な
こ
と
を
議
会
に
報

告
し
な
か
っ
た
、
契
約
を
有
利
に

運
ぶ
た
め
に
、
県
の
処
分
を
待
つ

必
要
が
な
い
の
に
、
業
者
の
指
名

停
止
の
日
を
議
決
後
に
延
ば
し
た
、

契
約
破
棄
を
免
れ
る
た
め
に
県
の

保
留
制
度
を
適
用
し
な
か
っ
た
と

の
見
方
も
で
き
ま
す
が
。

市
長　

議
員
指
摘
の
指
名
停
止
処

分
の
日
程
的
な
部
分
に
つ
い
て
は
、

そ
の
日
を
意
図
的
に
設
定
し
て
い

た
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、
あ
ら

か
じ
め
決
ま
っ
て
い
た
手
順
に

沿
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
三
重
県
の
保
留
制
度
と

い
っ
た
部
分
に
つ
い
て
、
準
用
し

て
い
な
い
部
分
も
今
の
志
摩
市
の

指
名
基
準
の
中
に
あ
り
ま
す
。
す

べ
て
が
三
重
県
の
基
準
に
沿
っ
て

運
用
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

問　

入
札
に
参
加
し
た
業
者
が

た
っ
た
3
社
で
落
札
率
93
%
。
こ

れ
で
一
般
競
争
入
札
を
し
た
意

義
が
あ
り
ま
す
か
。
公
正
取
引
委

員
会
の
処
分
が
決
定
し
た
時
点
で
、

仕
様
書
を
少
し
変
え
、
市
内
業
者

で
J
V
を
組
ま
せ
、
指
名
競
争

入
札
に
し
た
ほ
う
が
参
加
業
者
も

も
っ
と
増
え
、
落
札
率
も
下
が
っ

た
と
思
い
ま
す
が
。

市
長　

応
募
し
た
業
者
数
に
つ
い

て
は
種
々
議
論
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
入
札
制
度
を
満
た
し
た
中

で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

問　

市
の
入
札
制
度
の
改
善
を
求

め
ま
す
。
予
定
価
格
の
事
前
公

表
、
随
意
契
約
の
見
直
し
、
県
の

保
留
制
度
の
導
入
、
そ
れ
と
今
回

実
施
し
た
一
般
競
争
入
札
の
問
題

点
、
市
内
業
者
の
育
成
を
ど
う
す

る
の
か
等
、
透
明
性
の
高
い
、
思

い
切
っ
た
入
札
制
度
の
改
善
に
真

剣
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

市
長　

現
在
、
見
直
し
を
す
べ
く

作
業
を
進
め
て
お
り
、
間
も
な
く

公
表
で
き
る
段
階
で
す
。
今
後
も

よ
り
透
明
性
が
あ
り
、
か
つ
地
域

経
済
の
配
慮
に
つ
い
て
も
し
っ
か

り
と
し
た
入
札
制
度
の
確
立
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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合
併
協
議
会
で
確
認
さ
れ
た

部
門
の
進
捗
を
伺
い
ま
す
。

問　

国
民
健
康
保
険
と
介
護
保
険

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
。

健
康
福
祉
部
長　

国
民
健
康
保
険

に
つ
い
て
は
合
併
時
に
不
均
一
課

税
を
選
択
し
て
5
年
を
か
け
て

税
率
の
調
整
を
行
い
統
一
の
保

険
税
に
す
る
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
税
率
の
微
調
整
を
行
い
な
が

ら
22
年
度
で
統
一
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
介
護
保
険
は
3
年
間
の
介
護

保
険
事
業
計
画
を
立
て
る
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
合
併
後
、
17
年
は

1
年
間
だ
け
で
計
画
を
立
て
、
18

年
か
ら
20
年
の
3
年
間
で
の
計
画

を
立
て
て
い
ま
す
。
保
険
料
の
段

階
の
改
正
等
で
18
年
度
か
ら
5
段

階
が
6
段
階
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

は
18
年
10
月
1
日
か
ら
70
歳
以
上

の
現
役
並
み
の
所
得
の
あ
る
方
は

2
割
負
担
か
ら
3
割
負
担
に
、
出

産
育
児
一
時
金
は
30
万
か
ら
35
万

に
、
葬
祭
費
は
3
万
か
ら
5
万
に
、

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
額
は
報

酬
総
額
に
見
合
っ
た
水
準
に
、
ま

た
介
護
保
険
で
は
17
年
10
月
1
日

に
施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
居
住

費
、
食
費
が
自
己
負
担
に
、
18
年

4
月
1
日
に
は
被
保
険
者
の
保
険

料
の
区
分
が
5
段
階
か
ら
6
段
階

に
、
そ
れ
か
ら
要
介
護
1
が
要
支

援
1
、2
と
要
介
護
1
に
振
り
分

け
ら
れ
ま
し
た
。

問　

防
災
関
係
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
は
、
行
政
無
線
の
運
用
で
は

合
併
後
周
波
数
を
統
一
し
、
整
備

を
3
年
以
内
に
す
る
、
ま
た
個
別

受
信
機
は
全
戸
無
償
貸
与
の
方
向

で
検
討
す
る
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

進
捗
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

総
務
部
長　

行
政
無
線
に
つ
い
て

は
19
年
12
月
か
ら
ア
ナ
ロ
グ
放
送

の
申
請
が
で
き
な
い
状
況
に
な
り

ま
す
の
で
、
現
在
デ
ジ
タ
ル
放
送

に
向
け
て
の
運
用
を
進
め
て
本
年

度
実
施
設
計
業
務
を
行
っ
て
お
り
、

周
波
数
の
統
一
の
整
備
の
経
済

比
較
や
整
備
内
容
に
つ
い
て
も
検

討
中
で
す
。
個
別
受
信
機
に
つ
い

て
は
ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら
デ
ジ
タ

ル
放
送
に
な
る
こ
と
か
ら
先
々
使

用
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

の
で
、
事
業
費
等
の
絡
み
も
あ
り
、

い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
検
討
し
て

個
別
受
信
機
に
か
わ
る
よ
う
な
も

の
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　

自
治
会
行
政
連
絡
機
構
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
は
。

総
務
部
長　

合
併
後
自
治
会
組
織

の
な
か
っ
た
地
区
に
つ
い
て
は
積

極
的
に
地
域
の
自
立
を
促
し
、
活

動
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
支

援
を
行
い
、
順
次
自
治
会
が
組
織

さ
れ
各
町
で
連
合
会
さ
ら
に
志
摩

市
自
治
会
連
合
会
も
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
連
絡
所
や
出
張
主
事

制
度
で
は
、
連
絡
所
の
職
員
は
正

規
職
員
か
ら
臨
時
職
員
へ
2
名
体

制
か
ら
1
名
に
、
ま
た
補
助
金
は

自
治
会
活
動
助
成
金
交
付
要
綱
に

基
づ
き
活
動
補
助
金
、
環
境
整
備

補
助
金
、
配
付
手
数
料
の
算
出
に

て
計
上
し
て
い
ま
す
。

問　

広
報
、
広
聴
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
は
。

参
事
兼
市
長
公
室
長　

ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
は
民
間
会
社
で
あ
る
こ
と

か
ら
ま
だ
統
一
は
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
市
政
説
明
会
を
中
学
校
区

単
位
で
行
い
、
そ
の
様
子
を
行
政

チ
ャ
ン
ネ
ル
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
質

問
フ
ォ
ー
ム
を
設
置
し
、
直
接
各

担
当
部
署
に
メ
ー
ル
が
届
く
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
ま
し
た
。

問　

6
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
天
気
予
報

杉本三八一
議員

は
少
し
見
難
い
の
で
は
。

参
事
兼
市
長
公
室
長　

そ
の
件
も

意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、

検
討
を
し
て
、
い
い
方
向
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

学
校
教
育
関
係
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
、
学
校
統
廃
合
を
見
据

え
た
学
校
編
成
計
画
の
進
捗
は
。

教
育
部
長　

志
摩
市
学
校
再
編
検

討
委
員
会
を
設
置
し
、理
事
会
、保

護
者
、学
校
関
係
者
で
構
成
す
る
作

業
部
会
を
設
け
、適
正
化
に
向
け
た

具
体
的
な
方
策
を
提
言
し
ま
す
。

問　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
通
学
条
件

に
地
域
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
補

助
規
定
を
策
定
す
る
と
あ
り
ま
す

が
、
志
摩
高
校
あ
る
い
は
伊
勢
方

面
へ
の
経
費
の
一
部
助
成
が
あ
る

の
に
、
水
産
高
校
へ
の
助
成
は
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。

教
育
部
長　

生
徒
の
詳
し
い
通
学

実
態
や
保
護
者
の
意
向
等
調
査
し

て
い
き
た
い
。

問　

学
校
給
食
費
は
適
正
な
の
で

し
ょ
う
か
。

教
育
部
長　

大
王
町
の
例
に
よ
り

統
一
を
し
、
子
ど
も
た
ち
の
評
価

も
高
く
、
現
在
徴
収
し
て
い
る
料

金
で
運
用
可
能
で
す
の
で
適
切
と

判
断
し
て
い
ま
す
。

問　

食
生
活
が
変
わ
っ
て
き
た
と

思
い
ま
す
が
、
残
飯
等
は
ど
の
よ

う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長　

各
給
食
セ
ン
タ
ー
は

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入
し
、
浜
島

町
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
一
部
生
ご

み
処
理
機
で
処
理
を
し
て
堆
肥
と

し
て
希
望
者
に
無
償
で
配
付
し
て

い
ま
す
。

市
長
の
3
年
間
は

問　

合
併
し
て
3
年
経
と
う
と
し

て
い
る
今
、
合
併
協
議
会
で
確
認

さ
れ
た
こ
と
は
重
大
な
重
み
が
あ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
観
光
に

し
て
も
建
設
に
し
て
も
、
ま
た
他

の
こ
と
に
し
て
も
市
長
の
政
策
で

行
っ
て
き
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
が
、
そ
の
辺
は
市
長
ど
う

思
わ
れ
ま
す
か
。

市
長　

各
町
そ
れ
ぞ
れ
小
制
度
的

な
違
い
と
か
補
助
制
度
の
違
い
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
全
て
志

摩
市
の
統
一
的
な
基
準
の
中
で
運

用
し
て
い
く
の
は
難
し
い
部
分
も

あ
り
、
合
併
協
議
会
で
確
認
さ
れ

た
こ
と
は
尊
重
し
な
が
ら
修
正
す

べ
き
点
、
ま
た
は
見
直
し
て
い
く

べ
き
点
を
正
に
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
も
議
論
を
踏
ま
え

て
制
度
的
な
運
用
に
あ
た
っ
て
い

き
ま
す
。
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竹
内
市
政
3
年
間
の
施
策

の
達
成
度
と
自
己
評
価
お

よ
び
今
後
の
方
向

問　

志
摩
市
が
誕
生
し
、
約
3
年

が
経
過
し
た
わ
け
で
す
が
、
合
併

に
伴
い
市
の
窓
口
業
務
、
ま
た
市

税
、
健
康
保
険
税
、
水
道
料
金
等
、

い
ろ
い
ろ
な
賦
課
の
問
題
、
合
併

前
か
ら
の
継
続
事
業
の
対
応
等
新

市
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
介
護
施
設
整
備
事
業
等

順
調
に
推
移
を
し
て
い
る
事
業
も

あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
多
く
の
問

題
を
抱
え
て
執
行
部
は
も
と
よ
り

議
会
も
市
民
の
皆
様
に
も
大
き
な

重
い
負
担
と
努
力
を
求
め
ら
れ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
今
回
私
は

そ
れ
ら
の
経
過
を
見
た
上
で
、
竹

内
市
政
の
自
己
評
価
、
問
題
点
、

そ
し
て
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で

の
今
後
の
市
政
運
営
に
対
す
る
市

長
の
思
い
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

市
政
3
年
間
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
旧
5
町
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
町
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
町
づ

く
り
を
行
っ
て
き
た
と
い
う
事

情
も
あ
り
、
基
本
的
に
は
合
併
協

議
会
の
合
意
事
項
に
沿
っ
て
調
整

を
行
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
合
意
が
取
り
交
わ
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
お
お
む

ね
計
画
通
り
事
業
は
推
進
さ
れ
て

い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の

問
題
と
し
て
幼
稚
園
、
保
育
所
の

施
設
の
老
朽
化
、
火
葬
場
、
鳥
羽

志
勢
広
域
連
合
に
お
け
る
ご
み
処

理
等
早
急
に
着
手
を
し
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
部
分
が
あ
り
、
現
在

事
務
作
業
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

志
摩
市
に
な
っ
て
国
際
的
な
行

事
や
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
で
、
観
光
客
も
増
加
傾

向
に
転
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も

含
め
て
、
志
摩
市
全
体
と
し
て
さ

ら
に
活
性
化
策
に
つ
い
て
住
民
の

皆
様
と
も
ど
も
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
か
ね
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

総
務
部
長　

財
政
の
推
移
お
よ
び

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
財
政
の
推

移
に
つ
い
て
は
定
員
適
正
化
計
画

に
基
づ
く
人
件
費
の
削
減
見
込
み

や
総
合
計
画
の
実
施
計
画
な
ど
に

森 本 雅 太
議員

行
政
当
局
と
自
治
会

と
の
連
携
は

問　

5
町
が
合
併
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
町
が
踏
襲
し
て
き
た
自
治
会
活

動
の
手
法
を
そ
の
ま
ま
持
ち
込

ん
で
志
摩
市
各
地
域
の
自
治
活
動

を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

3
年
を
経
過
し
た
今
、
新
し
い
行

政
の
形
も
見
え
て
き
た
わ
け
で
す

か
ら
、
当
然
何
ら
か
の
方
策
が
考

え
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

そ
れ
に
は
自
治
会
と
行
政
当
局
と

の
信
頼
に
基
づ
い
た
連
携
が
不
可

欠
で
す
。
合
併
後
、
今
日
ま
で
ど

の
よ
う
な
連
携
構
築
が
な
さ
れ
て

き
た
の
か
、
ま
た
今
後
ど
の
よ
う

な
方
向
で
進
ま
れ
る
の
か
伺
い
ま

す
。

市
長　

自
治
会
は
地
域
住
民
の
自

主
的
な
意
思
に
よ
る
総
意
に
基
づ

き
地
域
を
快
適
で
住
み
よ
く
す
る

た
め
に
形
成
さ
れ
た
任
意
の
団
体

で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心

的
な
担
い
手
で
す
が
、
近
年
住
民

自
治
に
対
す
る
地
域
住
民
の
ニ
ー

ズ
も
多
種
多
様
化
を
き
わ
め
て
い

ま
す
。

　

反
面
、
行
政
に
お
い
て
は
、
事

業
予
算
の
減
少
、
職
員
数
の
縮
小

な
ど
に
よ
り
住
民
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
こ
と
が
非
常
に
難
し
く

な
っ
て
い
る
と
い
う
現
状
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
志
摩
市

に
お
い
て
も
今
回
、
自
治
会
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
市
政
説
明
会
、
懇

談
会
を
市
内
の
11
中
学
校
区
で
行

い
ま
し
た
。
自
治
会
連
合
会
総
会

で
も
、
今
年
度
の
活
動
方
針
に
お

い
て
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
に

向
け
て
各
地
域
の
住
民
活
動
が
よ

り
効
率
的
か
つ
円
滑
に
展
開
さ
れ

る
よ
う
関
係
行
政
機
関
と
の
綿
密

な
連
携
を
図
り
、
市
民
の
意
思
が

行
政
に
対
し
て
的
確
に
反
映
さ
れ

る
よ
う
努
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま

基
づ
く
普
通
建
設
事
業
の
推
移
を

中
心
と
し
て
、
将
来
10
年
を
見
込

ん
だ
長
期
財
政
収
支
見
通
し
を
4

月
に
示
し
た
と
お
り
で
す
。
今
後

の
財
政
見
通
し
に
つ
い
て
は
普
通

交
付
税
な
ど
の
制
度
改
革
や
、
特

別
会
計
、
企
業
会
計
等
へ
の
繰
出

金
の
推
移
等
予
測
困
難
な
状
況
で

す
が
、
財
政
調
整
基
金
が
減
少
し

て
い
く
中
で
翌
年
度
以
降
も
大
型

投
資
事
業
も
控
え
て
お
り
、
厳

し
い
財
政
状
況
に
変
わ
り
は
無
く
、

今
後
も
国
の
動
向
等
情
報
収
集
に

努
め
、
長
期
財
政
収
支
見
通
し
も

随
時
見
直
し
を
加
え
な
が
ら
健
全

財
政
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
自
治
会
と

綿
密
な
連
携
を
持
ち
、
施
策
へ
の

反
映
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問　

消
防
装
備
設
置
に
つ
い
て
、

現
状
の
装
備
で
不
備
は
無
い
の
か
、

現
場
か
ら
の
要
望
に
十
分
対
応
で

き
て
い
る
の
か
、
伺
い
ま
す
。
1

点
だ
け
、
具
体
的
な
装
備
の
問
題

と
し
て
、
現
在
消
火
栓
に
配
備
さ

れ
て
い
る
管
鎗
に
つ
い
て
、
一
般

の
市
民
の
方
が
使
用
す
る
場
合
が

多
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
操
作
の

容
易
な
新
式
の
管
鎗
に
か
え
る
必

要
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長　

非
常
備
消
防
の
装
備

の
基
準
に
つ
い
て
は
、
消
防
庁
の

告
示
第
3
号
に
よ
り
定
め
ら
れ
て

お
り
、
現
在
志
摩
市
に
お
い
て
は
、

備
品
在
庫
状
況
表
に
よ
り
管
理
し

て
い
ま
す
。
ま
た
消
火
栓
の
管
鎗

に
つ
い
て
は
初
期
消
火
の
重
要
性

か
ら
も
担
当
課
で
指
示
も
含
め
て

調
査
を
し
て
で
き
る
だ
け
の
対
応

を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

非
常
備
消
防
団
の
各
種

装
備
に
つ
い
て
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志
摩
市
の
公
共
交
通

体
系
に
つ
い
て

問　

交
通
手
段
を
持
た
な
い
高
齢

者
や
学
生
に
と
っ
て
公
共
交
通
機

関
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
移
動
手

段
で
す
が
、
志
摩
市
の
公
共
交
通

体
系
政
策
の
進
捗
、
基
本
的
な
考

え
方
を
問
い
ま
す
。

市
長　

維
持
等
の
方
策
、
ま
た
経

路
等
の
見
直
し
等
も
含
め
た
さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
が
必
要
で
す
の
で
、

検
討
し
な
が
ら
、
何
と
か
維
持
し

て
い
け
る
よ
う
な
方
策
を
生
み
出

し
て
い
き
た
い
。

問　

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
る
民

間
業
者
の
知
恵
を
借
り
る
民
間
委

託
と
い
う
部
分
を
我
々
も
勉
強
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
市
長
を

は
じ
め
職
員
、
有
志
の
議
員
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
も
勉
強
会
等
を
開

い
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

市
長　

ま
さ
に
い
ろ
い
ろ
な
知
恵

を
含
め
て
出
し
て
い
か
な
い
と
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

企
画
部
長　

公
共
交
通
バ
ス
の
必

要
性
の
声
、
バ
ス
を
通
し
て
ほ
し

い
と
い
う
声
は
上
が
る
の
で
す
が
、

い
ざ
バ
ス
を
走
ら
せ
る
と
乗
っ
て

い
な
い
状
態
で
す
。
公
共
交
通
で

あ
る
以
上
、
費
用
対
効
果
も
念
頭

に
置
く
必
要
が
あ
り
、
バ
ス
に
い

か
に
し
て
乗
っ
て
い
た
だ
け
る
か
、

バ
ス
の
コ
ー
ス
、
そ
れ
か
ら
時
間

帯
・
料
金
な
ど
、
市
民
が
使
い
や

す
い
形
態
を
考
え
な
く
て
は
な
ら

な
い
し
、
バ
ス
に
つ
い
て
の
P
R

も
踏
ま
え
て
多
く
の
皆
さ
ん
に
利

用
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。
他
市
の
事
例
や
民
間

事
業
者
で
実
際
に
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
受
け
手
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
事
例
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
の
で
、
そ
の
辺
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
交
通
体
系
を
検
討
し
て
い

く
上
で
、
行
政
内
部
と
し
て
も
調

査
研
究
を
し
て
い
き
ま
す
。
民
間

委
託
に
関
す
る
勉
強
会
は
、
総
務

部
の
担
当
と
連
携
を
と
っ
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

２
０
１
１
年
テ
レ
ビ
の
デ
ジ

タ
ル
化
の
対
応
に
つ
い
て

問　

過
日
の
テ
レ
ビ
放
送
が

2
0
1
1
年
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
す

る
一
般
質
問
の
答
弁
の
そ
の
後
の

進
捗
状
況
を
問
い
ま
す
。

参
事
兼
市
長
公
室
長　

そ
の
後
の

進
捗
状
況
と
し
て
は
広
報
4
月
号

で
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
視

聴
エ
リ
ア
拡
大
の
記
事
と
と
も
に
、

2
0
1
1
年
7
月
24
日
に
ア
ナ
ロ

グ
放
送
が
終
了
す
る
こ
と
や
、
デ

ジ
タ
ル
放
送
の
視
聴
方
法
に
つ
い

て
の
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
ま
し
た
。

9
月
号
の
広
報
に
も
再
度
掲
載
し
、

今
後
も
定
期
的
に
掲
載
し
て
い
く

予
定
で
す
。

問　

11
年
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
経

緯
と
対
策
を
時
と
対
象
を
考
慮
し

て
市
か
ら
の
郵
便
物
等
で
と
く
に

高
齢
者
に
知
ら
せ
る
こ
と
を
し
た

ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

参
事
兼
市
長
公
室
長　

健
康
福
祉

部
の
方
へ
も
協
力
を
仰
ぎ
、
で
き

る
限
り
は
講
じ
て
い
き
ま
す
。

出 間 敏 和
議員

電
子
自
治
体
の
推
進

に
つ
い
て

問　

電
子
自
治
体
の
推
進
に
つ
い

業
務
時
に
お
け
る
市
職
員

自
己
所
有
の
携
帯
電
話
の

対
応
に
つ
い
て

問　

業
務
中
に
お
け
る
市
職
員
、

自
己
所
有
の
携
帯
電
話
の
対
応
に

つ
い
て
問
い
ま
す
。

市
長　

公
共
の
場
所
で
の
使
用
マ

ナ
ー
や
自
動
車
運
転
中
の
使
用
禁

止
と
い
う
こ
と
も
含
め
た
自
己
管

理
の
徹
底
が
必
要
な
も
の
と
考
え

て
お
り
、
仕
事
中
で
の
携
帯
電
話

の
使
用
に
つ
い
て
も
、
こ
う
い
っ

た
意
味
で
の
自
己
管
理
も
必
要
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
職
場

で
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
よ
く

検
討
し
な
が
ら
一
定
の
ル
ー
ル
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

て
、
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
方

に
つ
い
て
問
い
ま
す
。

市
長　

三
重
県
に
お
い
て
電
子
申

請
を
含
め
た
共
同
化
の
取
り
組
み

と
い
う
こ
と
を
進
め
て
お
り
、
市

と
し
て
三
重
県
と
県
内
の
市
町
が

共
同
で
シ
ス
テ
ム
の
開
発
等
の
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
費
用
対
効

果
も
含
め
て
シ
ス
テ
ム
構
築
費
用

を
低
く
抑
え
る
こ
と
も
含
め
検
討

し
て
い
ま
す
。

問　

職
員
1
人
に
1
台
パ
ソ
コ
ン

は
あ
る
よ
う
で
す
が
、
紙
ベ
ー
ス

が
非
常
に
多
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
状
況
と
対
策
を
問
い

ま
す
。

企
画
部
長　

パ
ソ
コ
ン
の
普
及
な

ど
O
A
化
が
進
ん
だ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
が
な
か

な
か
進
ん
で
い
な
い
中
で
、
各
課

へ
の
照
会
事
項
と
か
、
職
員
個
々

へ
の
周
知
事
項
に
つ
い
て
、
庁
内

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
内
部
情
報
系
シ

ス
テ
ム
を
利
用
し
、
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
が
一
部
進
ん
で
い
る
部
分
も

あ
り
ま
す
。
印
刷
す
る
と
き
に
は
、

両
面
コ
ピ
ー
紙
の
裏
側
の
再
利
用
、

不
用
な
印
刷
は
し
な
い
な
ど
職
員

個
々
の
意
識
づ
け
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

妊
産
婦
健
康
診
査
に

つ
い
て

問　

妊
産
婦
健
康
診
査
に
つ
い
て

志
摩
市
と
し
て
の
今
後
の
対
応
を

問
い
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長　

健
診
の
内
容
に

つ
い
て
も
、
35
歳
以
上
の
方
の
み

に
つ
い
て
負
担
し
て
い
た
後
期
健

診
で
の
超
音
波
検
査
を
、
年
齢
に

関
係
な
く
5
回
と
も
負
担
す
る
な

ど
、
健
診
内
容
も
現
状
に
合
っ
た

も
の
と
な
る
よ
う
に
調
整
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
志
摩
市
全
体
の

財
政
状
況
の
中
で
予
算
計
上
に
つ

い
て
取
り
組
み
を
し
ま
す
。
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防
災
対
策・自
主
避
難

に
つ
い
て

問　

本
年
7
月
に
大
型
台
風
4
号

が
接
近
す
る
情
報
を
聞
い
た
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
が
市
に
自
主
避

難
を
し
た
い
旨
の
相
談
を
し
た
と

こ
ろ
、
警
報
が
出
て
い
な
い
の
で

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
の
返
事
で

あ
っ
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
高

齢
者
に
は
警
報
が
発
令
さ
れ
た
中

で
の
非
難
は
危
険
が
伴
い
ま
す
の

で
早
め
の
避
難
を
受
け
入
れ
る
体

制
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か

お
聞
き
し
ま
す
。
併
せ
て
、
志
摩

市
に
お
い
て
70
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
は
何
人
位
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

市
長　

先
だ
っ
て
の
台
風
時
に
事

前
に
避
難
を
さ
れ
た
方
が
い
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
避
難
を
要

望
す
る
方
々
に
は
警
報
が
出
る
前

に
対
応
対
処
す
る
こ
と
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長　

本
年
8
月
末
で

の
デ
ー
タ
に
お
い
て
、
70
歳
以
上

の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
数
は
浜

島
町
2
6
9
名
・
大
王
町
5
1
6

名
・
志
摩
町
7
0
1
名
・
阿
児
町

8
1
0
名
・
磯
部
町
4
1
6
名
で
、

合
計
2
，7
1
2
名
で
す
。

総
務
部
長　

災
害
が
予
想
さ
れ
る

場
合
に
は
、
人
命
第
一
で
す
の
で

市
の
喫
緊
の
課
題
と
位
置
づ
け
ま

し
て
、
来
年
の
台
風
時
期
ま
で
と

は
言
わ
ず
一
日
も
早
く
マ
ニ
ュ
ア

ル
づ
く
り
を
十
分
検
討
し
ま
す
。

地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て

問　

広
報
№
9
に
お
い
て
地
域
活

性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
補
助
金

交
付
決
定
と
い
う
見
出
し
で
掲
載

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
申
請
さ
れ

た
方
々
か
ら
成
果
が
上
が
っ
た
場

合
の
二
の
矢
支
援
は
あ
る
の
か
ど

う
か
聞
い
て
ほ
し
い
と
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

市
長　

産
業
振
興
、
環
境
保
全
、

観
光
振
興
、
保
健
福
祉
向
上
お
よ

び
文
化
振
興
の
5
つ
の
分
野
に
お

い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
み
ず
か

ら
行
う
事
業
の
き
っ
か
け
づ
く
り

と
し
て
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
に
よ
る
補
助
金
交
付
事
業
を
行

山 際 　 優
議員

い
ま
し
た
が
、
当
初
か
ら
補
助
金

が
な
け
れ
ば
事
業
の
継
続
が
困
難

な
も
の
や
次
年
度
以
降
自
立
で
き

な
い
事
業
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
好

ま
し
い
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

来
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、今

後
協
議
を
行
っ
て
い
き
ま
す
が
、

今
年
度
の
成
果
、ま
た
反
省
点
を

踏
ま
え
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
の
継
続
や
事
業
内
容
の
変
更

等
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、

個
々
の
事
業
の
継
続
に
つ
い
て
は

原
則
、単
年
度
と
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
事
業
内
容
等
2
箇
年
の
継
続

が
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
併
せ

て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。当
初
か
ら
言
っ
て
い
ま
す

が
、そ
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
、市

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
有
意
義
な

も
の
に
つ
い
て
は
、全
体
的
な
視
野

視
点
の
中
で
支
援
方
法
等
も
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
道
財
産
管
理
に

つ
い
て

問　

合
併
前
に
お
い
て
は
町
道
で

あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
現
在
の
市

道
に
つ
い
て
、
道
路
状
態
で
あ
り

な
が
ら
道
路
認
定
さ
れ
な
い
箇
所

や
認
定
さ
れ
な
が
ら
道
路
台
帳
に

記
載
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
は
ど
の

く
ら
い
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
平

成
18
年
度
に
お
け
る
市
道
整
備
に

か
か
る
地
方
交
付
税
は
お
お
よ
そ
、

ど
の
程
度
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
対

象
と
な
る
条
件
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
し
ょ
う
か
。

建
設
部
長　

道
路
状
態
で
あ
り
な

が
ら
認
定
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
に

つ
い
て
は
、
別
荘
地
や
開
発
地
の

道
路
等
で
す
の
で
把
握
は
で
き
か

ね
ま
す
。
認
定
道
路
で
あ
り
な
が

ら
道
路
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
な

い
道
路
に
つ
い
て
は
、
合
併
前
の

旧
浜
島
町
は
平
成
11
年
度
が
台
帳

整
備
最
終
年
度
で
6
路
線
、
旧
大

王
町
で
は
平
成
15
年
度
で
1
路
線
、

旧
志
摩
町
で
は
平
成
8
年
度
で
9

路
線
、
旧
阿
児
町
で
は
平
成
12
年

度
で
7
路
線
、
旧
磯
部
町
で
は
平

成
10
年
度
で
10
路
線
、
合
計
33
路

線
で
旧
町
よ
り
そ
の
ま
ま
志
摩
市

に
引
き
継
い
で
い
ま
す
。

総
務
部
長　

平
成
18
年
度
の
道
路

や
橋
梁
整
備
に
か
か
る
算
入
額
は
、

面
積
に
基
づ
く
額
が
約
1
億
7
，

4
4
6
万
円
、
延
長
に
基
づ
く

額
が
約
3
億
1
，6
9
4
万
円
で
、

交
付
税
の
対
象
と
な
る
に
は
、
道

路
お
よ
び
橋
梁
の
面
積
と
延
長
が

認
定
お
よ
び
供
用
開
始
の
工
事
が

さ
れ
て
お
り
、
な
お
か
つ
道
路
台

地域活性化プロジェクト
浜島町まちづくりグループ WITH AIBE

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
条

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

道
路
認
定
さ
れ
て
い
て
、
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
道
路
が

台
帳
に
記
載
さ
れ
た
場
合
、
交
付

税
と
し
て
算
入
さ
れ
る
金
額
は
ど

れ
ほ
ど
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
台

帳
に
記
載
す
る
に
は
ど
の
程
度
の

費
用
と
年
月
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

建
設
部
長　

お
お
よ
そ
年
間
1
，

0
0
0
万
円
ほ
ど
が
交
付
税
と

し
て
算
入
さ
れ
る
と
推
計
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
旧
町
の
台
帳
を
一
本

の
志
摩
市
の
道
路
台
帳
と
し
て
作

成
す
る
に
は
単
純
推
計
で
す
が
6
，

0
0
0
万
円
ほ
ど
の
費
用
が
必
要

か
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
3
月
に
完
成
す
る
県

の
電
子
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
共

同
化
事
業
を
利
用
し
て
進
め
て
い

き
ま
す
。
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ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
、

あ
な
た
の
市（
ま
ち
）の
男

女
共
同
参
画
に
つ
い
て

問　

平
成
18
年
3
月
男
女
共
同
参

画
推
進
プ
ラ
ン
「
志
摩
お
も
い
や

り
プ
ラ
ン
」
啓
発
の
た
め
の
冊
子

が
で
き
、
平
成
22
年
ま
で
進
め
て

い
く
た
め
の
計
画
も
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
県
下
に
お
い
て
も
、
8
市

で
推
進
条
例
が
で
き
施
行
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
我
が
ま
ち
に
つ
い

て
は
、
こ
の
条
例
は
ど
う
な
の
で

し
ょ
う
か
。
た
だ
、
法
律
や
条

例
は
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

一
番
変
え
た
い
の
は
一
人
ひ
と
り

の
意
識
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
器

を
つ
く
っ
て
魂
を
入
れ
ず
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
志
摩
市
に

お
い
て
も
す
ば
ら
し
い
お
も
い
や

り
プ
ラ
ン
が
で
き
ま
し
た
が
、
そ

の
後
、
家
庭
や
地
域
、
職
場
に
お

い
て
、
ど
の
よ
う
な
意
識
改
革
を

進
め
る
の
か
、
そ
の
た
め
に
具
体

的
な
こ
と
を
な
さ
れ
た
の
か
、
お

聞
き
を
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
プ
ラ
ン
を
つ
く
っ
て

か
ら
志
摩
市
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
に
つ
い
て
の
検
証
は
さ
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
お
も
い

や
り
プ
ラ
ン
を
つ
く
る
た
め
の

委
員
は
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
活

動
を
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
地
域
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

に
さ
れ
て
い
る
の
か
お
答
え
く
だ

さ
い
。

市
長　

昨
年
8
月
に
「
志
摩
お
も

い
や
り
プ
ラ
ン
」
を
印
刷
し
製
本

し
た
上
で
市
役
所
の
各
部
署
と
市

の
課
長
級
以
上
の
職
員
に
配
付
を

す
る
と
い
う
こ
と
と
と
も
に
、
行

政
施
策
上
で
の
推
進
を
求
め
庁
内

推
進
計
画
の
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
市
内
の
各
種
団
体
や

教
育
現
場
へ
の
配
付
を
し
、
地
域

や
職
場
で
の
推
進
を
促
し
て
い
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
概
要
版
を
各
戸

配
布
す
る
と
い
う
こ
と
を
通
じ
て

家
庭
へ
の
啓
発
も
行
っ
て
き
ま
し

た
。
推
進
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

は
、
男
女
共
同
参
画
と
い
う
理
念

が
市
民
に
十
分
理
解
さ
れ
た
後
に

進
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
具
体
的
な
推
進
事
業

は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
お
い
て

「
志
摩
お
も
い
や
り
プ
ラ
ン
」
の

上 村 繁 子
議員

概
要
説
明
の
放
送
、
広
報
し
ま
に

「
い
き
い
き
し
ま
の
男
女
」
定
期

連
載
、
阿
児
ア
リ
ー
ナ
と
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
に
専
用
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

ス
タ
ン
ド
の
設
置
、
教
職
員
を
対

象
と
し
た
研
修
・
女
性
の
政
治
参

加
に
つ
い
て
の
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
セ
ミ
ナ
ー
、

改
正
男
女
雇
用
均
等
法
に
関
す
る

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
行
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
推
進
プ
ラ
ン
策
定
審

議
会
委
員
の
皆
さ
ん
方
は
、
引
き

続
き
参
画
推
進
懇
話
会
の
委
員
と

し
て
推
進
計
画
や
推
進
状
況
の
検

討
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

問　

志
摩
市
の
衛
生
統
計
資
料
に

よ
る
志
摩
市
の
特
殊
性
の
内
容

で
、
一
人
当
た
り
の
分
配
所
得
は
、

県
内
で
26
番
目
に
低
く
、
失
業
率

は
県
内
で
2
番
目
に
高
く
な
っ
て

い
る
と
報
告
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
・
格
差
社
会
が
進
む

中
、
志
摩
市
の
状
況
は
決
し
て
よ

い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
若
者
た
ち

が
志
摩
市
か
ら
流
出
し
て
い
く
の

は
働
く
場
所
が
無
い
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た

上
で
、
若
者
た
ち
が
志
摩
市
に
と

ど
ま
る
こ
と
の
施
策
に
つ
い
て
考

え
て
い
る
の
か
、
ま
た
失
業
率
が

県
内
2
番
目
と
い
う
こ
と
を
ど
の

よ
う
に
と
ら
ま
え
て
い
る
の
か
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
そ

の
こ
と
に
つ
い
て
の
対
策
は
ど
う

な
の
で
し
ょ
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

志
摩
市
の
衛
生

統
計
に
つ
い
て
は
、
市
の
保
健
事

業
の
作
成
す
る
た
め
の
基
礎
資
料

と
し
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。
こ
の

デ
ー
タ
の
数
値
に
つ
い
て
は
、
平

成
19
年
3
月
の
県
政
策
部
統
計
か

ら
発
行
さ
れ
た
統
計
で
見
る
県
内

市
町
の
姿
の
中
に
記
載
さ
れ
た
も

の
で
す
。
こ
の
統
計
の
中
か
ら
の

数
値
で
は
、
平
成
17
年
度
に
お
い

て
、
志
摩
市
は
、
人
口
増
加
率
が

マ
イ
ナ
ス
の
伸
び
を
示
し
て
い
ま

す
し
、
ま
た
年
少
人
口
や
生
産
年

齢
人
口
の
割
合
の
低
さ
と
対
照
的

に
老
年
人
口
の
割
合
の
高
さ
が
示

さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で

す
。
少
子
高
齢
化
と
生
産
年
齢
人

口
の
少
な
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

て
お
り
、
こ
の
状
況
を
打
破
し
て

い
く
に
は
、
や
は
り
地
域
産
業
の

振
興
と
そ
れ
に
伴
う
生
産
年
齢
人

口
の
定
着
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る

と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

若
者
を
含
め
た
雇
用
対
策
を
考
え

た
と
き
に
、
地
域
の
特
性
を
生
か

し
て
、
そ
の
魅
力
や
財
産
の
さ
ら

な
る
活
用
を
推
進
し
て
い
く
中
で
、

志
摩
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光

産
業
等
の
連
携
、
振
興
に
重
点
を

置
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う

ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

志
摩
市
行
政
改
革
実
施
計

画
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
2
0
0
5

に
つ
い
て
も
聞
き
ま
し
た
。

①
志
摩
市
に
お
け
る
財
産
の
有
効

活
用
と
未
利
用
財
産
の
処
分
に
つ

い
て
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か

に
つ
い
て

②
職
員
の
資
質
向
上
と
意
識
改
革

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か

に
つ
い
て

③
斎
場
・
火
葬
場
の
整
備
に
つ

い
て
、
平
成
21
年
実
施
と
あ
る
が
、

ど
う
な
の
か
に
つ
い
て

懇
話
会
開
催
風
景
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訪
問
看
護
に
つ
い
て

問　

志
摩
市
の
市
立
病
院
診
療
所

の
あ
り
方
が
方
向
づ
け
ら
れ
た
今
、

訪
問
看
護
の
現
況
と
今
後
は
。

市
長　

現
在
、
大
王
病
院
は
一
人

の
看
護
師
が
16
年
・
17
年
月
平
均

28
人
、
18
年
16
人
、
19
年
は
8
月

ま
で
の
実
績
で
14
人
の
訪
問
看
護

を
、
前
島
病
院
は
2
人
の
看
護
師

が
16
年
は
月
平
均
で
40
人
、
17
年

37
人
、
18
年
38
人
、
19
年
は
8
月

ま
で
の
実
績
で
33
人
の
方
の
訪
問

看
護
を
行
っ
て
い
ま
す
。
訪
問
看

護
は
、
平
成
20
年
の
3
月
31
日
ま

で
、
前
島
病
院
に
お
い
て
3
人
の

看
護
師
で
、
24
時
間
体
制
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
20
年
4
月
1

日
か
ら
病
院
事
業
部
と
し
て
3
人

の
看
護
師
で
訪
問
看
護
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
他
の
病
院
が
な

い
地
域
の
訪
問
看
護
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
や

医
師
会
か
ら
の
声
も
い
た
だ
い
て

大 口 秀 和
議員

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
つ
い
て

問　

こ
の
診
療
所
移
行
は
、
こ
れ

ま
で
の
志
摩
町
の
医
療
サ
ー
ビ
ス

が
継
続
さ
れ
る
と
い
う
前
提
の

お
り
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
で
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　

前
島
病
院
が
診
療
所
に
な
る

こ
と
で
、
志
摩
町
の
訪
問
看
護
の

体
制
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

市
長　

20
年
4
月
1
日
か
ら
の
前

島
病
院
診
療
所
で
の
訪
問
看
護
は
、

体
制
が
整
い
次
第
、
実
施
の
方
向

で
指
定
管
理
者
の
地
域
医
療
振
興

協
会
と
協
議
を
重
ね
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

問　

前
島
病
院
が
診
療
所
に
移
行

し
て
も
志
摩
町
が
提
供
し
て
い
た

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
維
持
し
て
い
く
と
の
合
併
協

議
会
の
約
束
は
。
診
療
所
と
な
り

ど
の
よ
う
に
こ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
く
の
か
具
体
的
に
。

市
長　

前
島
病
院
の
医
療
体
制
は
、

本
議
会
に
10
月
1
日
か
ら
療
養
型

の
病
床
が
20
床
の
病
院
と
し
て
運

営
す
る
旨
の
条
例
の
一
部
改
正
を

提
案
し
て
い
ま
す
。
一
般
病
床
が

な
く
な
る
こ
と
で
、
救
急
指
定
病

院
か
ら
外
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

問　

旧
志
摩
町
の
医
療
サ
ー
ビ
ス

で
特
徴
的
な
の
は
、
越
賀
・
和
具
・

布
施
田
・
片
田
に
は
病
院
と
個
人

医
者
が
あ
り
、
御
座
と
間
崎
は
開

業
医
が
い
な
い
の
で
、
出
張
診
療

を
週
に
何
回
か
し
て
い
た
。
合
併

協
議
で
は
そ
れ
ま
で
の
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
と
い
う
こ

と
が
約
束
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
な
形
を
と
っ
て
い

た
だ
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。

病
院
事
業
部
長　

前
島
病
院
で
は
、

開
業
医
の
い
な
い
御
座
と
間
崎
に

は
巡
回
診
療
と
い
う
こ
と
で
、
診

療
所
を
設
け
、
間
崎
月
1
回
、
御

座
週
1
回
内
科
医
が
行
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
本
年
6
月
段
階

で
、
間
崎
診
療
所
は
、
区
長
と
相

談
を
し
て
、
阿
児
の
開
業
医
に
往

診
と
い
う
形
で
、
今
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
ま
で
月
1
回
木
曜
日

で
し
た
が
、
8
月
か
ら
患
者
5
人

と
い
う
こ
と
で
日
曜
日
に
対
応
し

て
い
ま
す
。
御
座
は
6
月
ま
で
週

1
回
で
、
内
科
医
が
診
療
し
て
い

ま
し
た
が
、
10
月
か
ら
は
前
島
病

院
に
来
て
い
た
だ
く
と
い
う
方
針

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
御
座
自

治
会
長
と
話
も
し
て
了
解
を
得
ま

し
た
。

も
と
に
合
併
協
議
を
結
び
ま
し
た
。

全
然
協
定
書
を
守
れ
な
い
方
向
に

動
い
て
お
り
、
こ
れ
は
市
長
の
行

政
手
腕
の
失
政
だ
と
申
し
上
げ
て

お
き
ま
す
。
続
い
て
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
が
4
月
か
ら
施
行
さ
れ

る
が
、
不
具
合
が
想
定
さ
れ
る
場

合
、
市
は
ど
ん
な
対
策
を
立
て
る

の
で
し
ょ
う
か
。

市
長　

こ
の
制
度
を
運
営
し
て
い

く
中
で
課
題
が
発
生
し
た
場
合
に

は
三
重
県
お
よ
び
広
域
連
合
と
も

よ
く
協
議
し
課
題
の
克
服
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

75
歳
以
上
の
方
が
こ
の
制
度

に
組
み
込
ま
れ
、
単
独
の
保
険
制

度
と
し
て
生
活
保
護
を
受
け
て
い

な
い
75
歳
以
上
の
方
全
員
か
ら
新

た
に
保
険
料
を
徴
収
と
聞
き
ま
す

が
、
額
は
。

健
康
福
祉
部
長　

基
礎
年
金
の

み
の
方
は
、
月
額
が
9
0
0
円

程
度
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
厚
生
年
金
の
平
均
的

な
年
金
額
受
給
の
方
、
厚
生
年
金

2
0
8
万
円
が
平
均
的
な
受
給
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
方
で

あ
れ
ば
応
益
応
能
の
中
で
、
月
額

6
，2
0
0
円
が
、
国
の
示
す
お

お
よ
そ
の
平
均
値
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

問　

来
年
4
月
の
実
施
に
つ
い
て
、

市
は
75
歳
以
上
の
方
々
に
話
と
か

説
明
を
し
ま
し
た
か
。

健
康
福
祉
部
長　

国
の
中
で
議
論

が
さ
れ
て
き
て
、
制
度
的
に
は
国

の
医
療
制
度
の
改
革
の
中
で
こ
の

制
度
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
ど
も
仮
に
志
摩
市
の
中
で
こ
れ

の
可
否
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
つ

い
て
議
論
を
す
る
部
分
に
つ
い
て

は
、
三
重
県
全
体
の
広
域
連
合
へ

の
加
入
と
い
う
よ
う
な
こ
と
の
中

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
を
し
て
い

ま
す
。

問　

3
年
前
の
選
挙
で
市
長
が
、

志
摩
町
の
一
部
で
約
束
し
た
と
い

わ
れ
る
前
島
病
院
は
私
が
当
選
し

た
ら
新
し
く
建
設
し
ま
す
と
い
う

約
束
は
本
当
な
の
か
。

市
長　

私
が
当
時
い
っ
て
い
る
こ

と
と
い
う
の
は
、
地
域
医
療
の
維

持
と
現
在
の
医
療
体
制
を
心
配
な

き
も
の
に
す
る
こ
と
を
大
原
則
と

し
て
物
を
言
っ
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

議
員　

い
ろ
い
ろ
と
触
れ
た
け
れ

ど
も
明
言
は
し
な
か
っ
た
と
解
釈

し
ま
す
が
約
束
さ
れ
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う

か
。

市
長　

先
に
申
し
上
げ
た
通
り
で

す
。
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新
庁
舎
建
設
工
事
に

つ
い
て

問　

今
回
の
新
庁
舎
建
設
に
お
い

て
、
契
約
時
に
お
け
る
落
札
業
者

フ
ジ
タ
の
行
為
は
、
志
摩
市
民
お

よ
び
志
摩
市
議
会
を
愚
弄
す
る
も

の
で
あ
り
ま
し
て
、
許
し
難
く
抗

議
す
る
と
同
時
に
談
合
情
報
マ

ニ
ュ
ア
ル
、
入
札
条
件
等
、
地
元

業
者
の
育
成
に
つ
い
て
も
お
聞
き

し
て
お
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
長
は
公
正
取
引
委
員

会
の
審
決
文
を
議
会
に
報
告
せ
ず
、

議
員
に
正
当
な
判
断
を
さ
せ
な
い

ま
ま
、
請
負
契
約
の
締
結
を
議
決

さ
せ
た
こ
と
は
、
道
義
的
責
任
を

免
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
市

長
に
道
徳
違
反
に
つ
い
て
の
見
解

も
お
伺
い
し
て
お
き
ま
す
。

市
長　

今
回
の
入
札
に
お
い
て
は
、

他
市
の
談
合
事
件
、
具
体
的
に
言

い
ま
す
と
、
平
成
16
年
、
新
潟
県

の
新
潟
市
で
行
わ
れ
た
事
案
に

よ
っ
て
、
三
重
県
が
、
指
名
停
止

う
こ
と
の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
つ
い
て
は
、
議
論
は
さ
せ
て

も
ら
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
今
回
の
建
設
等
一
連
の
流
れ
に

関
し
て
も
、
当
然
そ
の
中
で
議
論

を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
き
て
お
り
、

ル
ー
ル
に
沿
っ
て
い
く
と
い
う
中

で
の
統
一
見
解
と
い
う
形
の
中
で

進
め
て
き
て
い
ま
す
。
最
終
的
に

市
長
の
判
断
に
従
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

総
務
部
長　

私
も
副
市
長
と
同
じ

立
場
で
業
務
に
あ
た
っ
て
き
ま
し

た
。

教
育
長　
（
市
長
の
と
っ
た
行
為

が
教
育
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
に

つ
い
て
）
私
の
立
場
と
し
て
は
、

志
摩
市
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を

守
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
の

で
、
今
回
の
事
案
が
教
育
現
場
に

混
乱
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
と
い

う
こ
と
で
、
見
守
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

松 尾 忠 一
議員

処
分
を
行
い
、
志
摩
市
も
平
成
19

年
6
月
7
日
か
ら
こ
れ
に
基
づ
い

て
、
指
名
停
止
の
処
分
に
入
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

日
本
の
大
手
建
設
会
社
ほ
と
ん

ど
が
、
談
合
に
関
わ
っ
て
き
た
と

い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
後
の
防
衛

施
設
庁
の
事
件
も
含
め
て
、
か
な

り
の
数
の
会
社
が
指
名
停
止
処
分

に
現
在
入
っ
て
い
ま
す
。
指
名
停

止
の
期
間
が
違
う
自
治
体
も
あ
る

と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
で
、
自
治

体
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
、
志
摩
市
の
現
行
の

基
準
、
規
則
に
則
っ
て
の
対
応
で

す
が
、
情
報
提
供
に
お
い
て
、
配

慮
が
欠
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か

な
ど
の
指
摘
を
受
け
、
議
会
に
ご

心
配
も
か
け
て
い
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
素
直
に
お
詫
び
も
し
、
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
改
め

る
べ
き
点
は
、
制
度
的
な
こ
と
も

含
め
て
改
め
て
い
く
、
よ
り
公
正

な
制
度
、地
元
業
者
の
育
成
等
、議

会
か
ら
も
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
の
で
、
こ
う
い
っ
た
部
分
に

つ
い
て
も
今
、
議
論
を
し
て
い
ま

す
。

企
画
部
長　
（
地
元
業
者
の
育
成

に
つ
い
て
）
現
時
点
に
お
け
る
下

請
け
率
に
つ
い
て
は
、
工
事
が
初

期
の
部
分
で
す
の
で
、
そ
の
率
は

小
さ
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
今
後
、
工
事
が
進
む
と
、

当
然
、
下
請
け
率
も
上
が
っ
て
い

き
ま
す
。
現
時
点
の
下
請
け
率
に

つ
い
て
は
、
建
築
工
事
の
予
定
と

し
て
は
、
約
31
%
は
も
う
予
約
さ

れ
て
い
ま
す
。
契
約
実
績
は
全
体

の
約
8
%
で
す
。
さ
ら
に
機
械
設

備
工
事
に
つ
い
て
は
、
約
14
%
が

予
約
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後

の
工
事
の
進
捗
に
よ
り
、
さ
ら
に

そ
の
数
字
が
大
き
く
な
る
よ
う
フ

ジ
タ
に
は
指
示
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
電
気
設
備
工
事
に
つ

い
て
は
、
当
初
の
10
%
以
上
を
確

保
す
る
こ
と
で
進
め
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
下
請
け
率
は
今
後
の
工
事

を
進
め
て
い
く
上
で
、
そ
の
率
を

市
内
業
者
に
多
く
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
フ
ジ
タ
の
方
に
強

く
求
め
て
い
き
ま
す
。

副
市
長　
（
服
務
規
程
32
条
職
務

上
の
命
令
に
忠
実
に
従
う
に
つ

い
て
）
32
条
等
の
話
で
す
が
、
当

然
、
市
長
を
補
佐
す
る
立
場
と
い

建設がはじまった新庁舎（10月22日撮影）
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公
園
修
景
植
栽
管
理

業
務
の
入
札
に
つ
い
て

問　

5
月
に
行
わ
れ
る
予
定
だ
っ

た
、
公
園
等
の
修
景
植
栽
管
理
業

務
の
入
札
4
件
が
、
談
合
情
報
に

よ
り
中
止
に
な
り
、
そ
の
後
8
月

に
な
っ
て
か
ら
入
札
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
間
、
市
は
適
切
な
対

応
を
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

市
長　

5
月
入
札
日
前
日
に
談
合

疑
惑
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
、
当
該

4
本
の
工
事
入
札
の
延
期
と
、
入

札
参
加
予
定
業
者
の
事
情
聴
取
を

行
い
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
情
報

と
業
者
聞
き
取
り
の
内
容
か
ら
は

明
ら
か
に
談
合
の
事
実
を
確
認
す

る
こ
と
は
で
き
ず
、
こ
の
た
め
市

は
業
者
へ
の
注
意
喚
起
の
文
書
送

付
と
紛
ら
わ
し
い
行
為
を
行
っ
た

業
者
へ
の
口
頭
注
意
を
行
い
、
入

札
を
再
度
、
日
を
改
め
実
施
し
ま

し
た
。

問　

注
意
を
し
た
の
は
2
社
だ
け

で
、
だ
れ
も
が
納
得
で
き
る
対
応

が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
市
が
で

き
な
い
な
ら
、
私
が
だ
れ
も
が
納

得
で
き
る
よ
う
に
調
べ
正
し
ま
す
。

一
番
の
問
題
は
造
園
業
者
の
方
々

が
す
る
市
の
仕
事
が
少
な
い
こ
と

で
す
。
住
民
生
活
の
身
近
な
と
こ

ろ
で
、
地
元
業
者
の
仕
事
を
増
や

す
こ
と
も
も
っ
と
市
長
に
は
考
え

て
も
ら
い
た
い
。
入
札
制
度
改
革

の
検
討
は
、
予
定
価
格
、
最
低
制

限
価
格
を
公
表
す
る
方
向
で
検
討

し
て
い
る
の
で
す
か
。

副
市
長　

入
札
の
改
革
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
審
査
委
員
会
等
の
中

で
協
議
中
で
す
。
間
も
な
く
結
果

を
出
し
た
い
で
す
。

庁
舎
建
設
工
事
の
入
札

に
つ
い
て

問　

談
合
事
件
に
よ
り
資
格
指
名

停
止
に
な
り
、
公
共
工
事
を
行
う

資
格
が
今
は
な
い
株
式
会
社
フ

ジ
タ
が
請
け
負
っ
て
い
る
こ
と
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
間
に
不
信
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
フ
ジ
タ
は
新
潟

市
発
注
の
下
水
道
工
事
で
公
正
取

引
委
員
会
か
ら
排
除
勧
告
を
受
け
、

そ
の
後
、
審
判
手
続
き
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
強
ま
る
社
会
的

批
判
に
耐
え
き
れ
ず
、
4
月
27
日

に
同
意
審
決
を
受
け
た
い
と
公
正

取
引
委
員
会
に
申
し
出
て
い
ま
す
。

こ
の
時
点
で
、
フ
ジ
タ
は
公
共
工

事
へ
の
入
札
参
加
資
格
を
み
ず
か

ら
失
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
5
月

28
日
に
行
わ
れ
た
庁
舎
建
設
工
事

の
入
札
に
参
加
し
落
札
し
ま
し
た
。

そ
の
翌
日
5
月
29
日
フ
ジ
タ
は
審

決
を
受
け
ま
し
た
。
5
月
31
日
に

フ
ジ
タ
と
市
は
仮
契
約
を
行
い
ま

し
た
。
市
は
フ
ジ
タ
が
審
決
を
受

け
た
の
を
知
っ
た
の
は
こ
の
仮
契

約
後
だ
と
し
て
い
ま
す
。
竹
内
市

長
は
そ
の
後
、
こ
の
事
実
を
知
り

な
が
ら
、
議
会
側
に
は
説
明
し
な

い
ま
ま
、
工
事
請
負
契
約
の
議
案

を
6
月
5
日
の
6
月
定
例
会
初
日

に
提
出
、
可
決
さ
せ
ま
し
た
。
そ

し
て
そ
の
議
決
に
よ
り
、
本
契
約

が
成
立
し
た
翌
日
6
月
6
日
か
ら

フ
ジ
タ
は
資
格
停
止
処
分
措
置
を

受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
措
置
が
必

ず
出
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
議

案
の
可
否
の
判
断
材
料
と
な
る
事

実
を
報
告
説
明
し
な
い
ま
ま
議
決

さ
せ
た
市
長
の
姿
勢
に
不
信
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
報
告
説
明

し
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

市
長　

仮
契
約
の
時
点
で
指
名
停

止
は
受
け
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

と
、
他
の
自
治
体
等
の
談
合
事
件

に
よ
り
契
約
を
破
棄
す
る
ル
ー
ル

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
議
会
に
提

坂 口 　 洋
議員

問　

庁
舎
の
建
設
に
伴
い
、
各
支

所
の
機
能
と
職
員
配
置
の
見
直
し

は
ど
の
よ
う
な
方
針
の
も
と
に
、

現
在
ど
こ
ま
で
検
討
を
さ
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

市
長　

事
務
事
業
の
効
率
化
を
前

提
に
職
員
数
を
10
年
間
で
2
0
0

人
削
減
し
て
い
く
方
針
に
基
づ

き
毎
年
削
減
を
実
行
し
て
い
ま

す
。
新
庁
舎
の
来
年
度
完
成
を
見

据
え
、
2
0
0
人
削
減
後
の
姿
を

想
定
し
、
個
々
の
職
員
の
能
力
を

十
分
に
引
き
出
し
組
織
の
活
性
化

を
図
れ
る
よ
う
組
織
機
構
の
見
直

し
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
各
支
所
へ
配
属

さ
れ
る
職
員
数
に
つ
い
て
は
厳
し

い
状
況
に
な
る
こ
と
も
予
測
さ
れ

ま
す
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
の
業
務

に
加
え
、
防
災
面
や
自
治
会
活
動

支
援
の
体
制
に
つ
い
て
十
分
検
討

が
必
要
で
す
。
本
庁
内
に
は
阿
児

地
域
の
地
域
振
興
に
か
か
る
業
務

を
担
当
す
る
部
署
の
配
置
の
検
討

支
所
の
機
能
、職
員
配

置
の
見
直
し
に
つ
い
て

が
必
要
で
す
。
行
政
改
革
推
進
本

部
と
、
そ
の
下
部
組
織
と
し
て
7

月
に
新
規
立
ち
上
げ
し
た
組
織
機

構
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
全
庁

的
な
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長　

福
祉
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
各
地
区

セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
も
含
め
福
祉

計
画
の
中
に
あ
り
ま
す
。
地
区
で

の
相
談
業
務
の
充
実
が
大
き
な
目

的
で
す
。
現
状
で
は
、
支
所
・
保

健
セ
ン
タ
ー
が
分
散
し
て
お
り
、

こ
れ
も
含
め
、
地
域
職
員
の
効
率

的
な
動
き
を
考
え
た
地
区
セ
ン

タ
ー
充
実
を
議
論
し
て
い
ま
す
。

市
長　

テ
レ
ビ
電
話
の
機
能
は
既

に
市
役
所
組
織
の
中
で
は
使
っ
て

い
ま
す
。
本
庁
と
支
所
の
間
の
や

り
と
り
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
位

置
付
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て

は
、
交
通
弱
者
の
交
通
手
段
の
確

保
、
学
校
統
合
等
に
合
わ
せ
検
討

し
て
い
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
ま
た

今
、
旧
町
を
対
象
に
し
て
運
行
し

て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど

を
合
わ
せ
て
、
経
路
の
見
直
し
、

新
し
い
方
策
が
取
り
得
る
の
か
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

案
し
ま
し
た
。
そ
の
際
の
説
明
は
、

地
方
自
治
法
・
市
条
例
に
基
づ
い

て
、
工
事
請
負
契
約
に
関
す
る
要

件
に
つ
い
て
の
み
説
明
し
ま
し
た
。
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問　

多
く
の
公
共
施
設
な
ど
、
修

理
修
繕
の
時
期
を
逸
し
て
い
た
り

遅
れ
て
い
る
も
の
が
散
見
さ
れ
ま

す
。
特
に
長
沢
の
施
設
は
国
道
を

通
る
と
よ
く
見
え
て
、
市
民
意
識

に
も
観
光
面
で
も
良
い
影
響
は
何

も
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共
施
設
の
現

状
の
把
握
は
ど
の
程
度
で
き
て
い

ま
す
か
。
早
い
目
の
修
繕
を
心
が

け
る
こ
と
も
財
政
の
た
め
、
い
か

に
大
事
な
こ
と
か
を
訴
え
た
い
の

で
す
。

市
長　

各
担
当
部
署
が
現
状
を
把

握
し
て
維
持
保
全
の
予
算
措
置
を

講
じ
て
お
り
、
17
年
度
は
1
億
3
，

8
5
9
万
円
、
18
年
度
は
1
億
4
，

7
7
2
万
円
と
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。
施
設
の
老
朽
化
も
進
む
こ

と
も
あ
り
、
財
政
の
健
全
性
の
確

保
に
向
け
て
統
廃
合
も
含
め
、
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入
拡
大
や
補

修
の
や
り
方
な
ど
、
し
っ
か
り
検

市
民
の
共
有
財
産
を

大
切
に

髙 岡 英 史
議員

討
し
て
い
か
ね
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

問　

営
繕
を
専
門
と
す
る
担
当
課

を
行
政
改
革
・
機
構
改
革
の
中
で

検
討
し
た
ら
い
か
が
か
。

総
務
部
長　

組
織
機
構
の
見
直
し

の
検
討
に
加
え
て
み
た
い
と
考
え

ま
す
。

問　

富
士
河
口
湖
町
は
住
民
と
一

体
と
な
っ
て
、
景
観
維
持
の
た
め

の
条
例
を
守
り
あ
い
、
華
美
な
看

板
は
見
当
た
ら
ず
、
大
変
整
備
さ

れ
て
い
る
観
光
地
で
す
。
参
考
に

し
て
す
べ
て
の
道
標
や
案
内
サ
イ

ン
等
、
カ
ラ
ー
、
デ
ザ
イ
ン
を
統

一
す
る
べ
き
で
す
。

観
光
戦
略
室
長　

市
内
の
案
内
サ

イ
ン
に
つ
い
て
は
旧
町
時
に
設
置

し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
新

た
な
道
路
整
備
に
よ
っ
て
、
設
置

効
果
が
薄
れ
て
い
る
場
所
等
も
あ

り
、
検
証
も
必
要
で
す
。
案
内
サ

イ
ン
や
道
路
案
内
標
識
は
、
観
光

資
源
や
施
設
等
へ
の
誘
導
、
地
域

を
紹
介
す
る
案
内
板
な
ど
、
情
報

提
供
施
設
で
す
。
来
訪
者
の
円
滑

な
誘
導
を
主
目
的
と
し
て
、
沿
道

景
観
の
整
備
と
地
域
イ
メ
ー
ジ
の

形
成
を
目
指
し
て
整
備
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
観
光
客
な
ど
の
来
訪
者
は
、
い

く
つ
も
の
行
政
区
域
を
移
動
し
ま

す
か
ら
、
伊
勢
、
鳥
羽
、
志
摩
で

の
広
域
圏
内
で
統
一
的
に
整
備
し
、

連
続
性
の
あ
る
情
報
提
供
を
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
景
観
面
、
機
能
性
、
分
か

案
内
サ
イ
ン
の
整
備

計
画
に
つ
い
て

り
や
す
さ
、
維
持
管
理
の
し
や
す

さ
、
経
済
面
な
ど
多
面
的
な
検
討

の
中
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
に

つ
い
て
研
究
・
検
討
し
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。
市
内
全
域
が
国
立

公
園
で
す
。
老
朽
化
し
て
景
観
に

そ
ぐ
わ
な
い
も
の
は
撤
去
ま
た
は

統
一
化
し
て
い
か
ね
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

問　

市
の
幹
部
の
共
通
認
識
と
連

帯
意
識
の
醸
成
の
た
め
、
ど
の
よ

う
な
手
法
を
と
っ
て
い
ま
す
か
。

縦
割
り
で
な
く
、
縦
・
横
の
連
携

を
十
分
に
取
る
た
め
に
ど
の
よ
う

に
し
て
い
る
か
も
答
え
て
く
だ
さ

い
。

副
市
長　

翌
月
の
行
事
や
各
部
各

課
が
持
っ
て
い
る
懸
案
事
項
等
は
、

支
所
長
を
含
め
た
部
長
会
議
を
定

期
的
に
開
催
し
て
お
り
、
ま
た
職

員
に
関
し
て
は
月
1
回
、
会
議
を

も
っ
て
連
携
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
掲
示
板
等

を
通
じ
て
、
情
報
共
有
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
市
民
の
方
々

か
ら
の
忠
告
も
含
め
て
今
後
と
も

遺
漏
の
な
い
よ
う
努
め
て
い
き
ま

す
。

問　

合
同
防
災
訓
練
の
実
施
に
つ

い
て
見
直
す
べ
き
点
が
あ
る
と
の

指
摘
が
あ
り
ま
す
。
い
か
が
か
。

総
務
部
長　

本
年
は
8
月
26
日
に

分
散
会
場
34
箇
所
に
お
い
て
も
自

主
防
災
組
織
な
ど
を
中
心
に
9
，

7
1
9
人
の
参
加
を
得
て
避
難
訓

練
な
ど
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
防
災
意
識
の
高
揚
に
役
立
っ

た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
回

の
訓
練
を
総
括
し
、
関
係
機
関
か

ら
の
意
見
も
参
考
に
し
て
見
直
す

べ
き
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
次
回

以
降
に
反
映
で
き
る
よ
う
に
十
分

検
討
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。 防

災
訓
練
の
見
直
し

に
つ
い
て

国
道
か
ら
見
た
長
沢
の
施
設

（
阿
児
給
食
セ
ン
タ
ー
）

志
摩
市
防
災
訓
練



29 しまし議会だより　第12号

市庁舎建設工事請負契約締結議案
市長から謝罪文を受け取りました

　

平
成
19
年
5
月
28
日
に
新
庁
舎
の
建
設
請
負
工
事
を
落
札
し
た
株
式
会
社

フ
ジ
タ
の
庁
舎
建
設
工
事
請
負
契
約
締
結
議
案
が
6
月
5
日
に
議
決
さ
れ
ま

し
た
が
、
こ
の
入
札
か
ら
議
会
の
議
決
に
い
た
る
過
程
で
、
庁
舎
建
設
工
事
を

落
札
し
た
業
者
に
関
す
る
報
告
が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
、
今
回
、
議
長
か
ら

市
長
に
謝
罪
文
の
提
出
を
求
め
ま
し
た
。

　

庁
舎
建
設
工
事
の
請
負
業
者
で
あ
る
株
式
会
社
フ
ジ
タ
か
ら
も
、
公
正
取

引
委
員
会
の
審
決
に
対
す
る
落
札
業
者
と
し
て
の
姿
勢
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な

文
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
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編

集

後

記

　

こ
の
議
会
だ
よ
り
は
、
主
に
議
員
の
一

般
質
問
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
一
般
質
問

は
、
議
題
に
関
係
な
く
、
行
財
政
の
運

営
や
行
政
全
般
に
わ
た
る
疑
問
点
は
た

だ
せ
ま
す
が
、
議
員
か
ら
の
要
望
や
お
願

い
、
お
礼
の
言
葉
は
不
適
切
と
な
っ
て
お

り
、
議
員
必
携
の
中
に
も
議
員
の
「
よ
く

分
か
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」、「
前
向
き
の
ご
答
弁
を
い
た
だ
き
心

か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
」、「
○
○
に
つ

い
て
特
に
努
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
い
っ

た
発
言
は
厳
に
慎
む
べ
き
こ
と
と
明
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
7
名
の
委
員
は
、
こ
う
し

た
ル
ー
ル
に
沿
っ
て
議
員
自
身
に
委
ね
た

原
稿
と
議
事
録
と
を
照
合
し
て
い
ま
す
が
、

細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
と
議
員
の
伝
え

た
い
部
分
が
ぼ
や
け
て
し
ま
う
難
点
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
一
般
質
問
で
不
適
切

と
さ
れ
て
い
る
要
望
事
項
を
認
め
て
し
ま

う
と
、
公
費
で
発
行
し
て
い
る
議
会
だ
よ

り
が
議
員
個
人
の
ピ
ー
ア
ー
ル
の
場
と
な

る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
相
反
す
る
問

題
を
抱
え
な
が
ら
、
こ
の
1
年
、
厳
正
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
私
は
今
回
で
委

員
の
任
期
を
終
え
さ
せ
て
い
た
だ
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２日　伊勢志摩地区広域市町村圏議長会総会
８日　議会広報特別委員会
10日　伊勢志摩地区（三市）市議会議長協

議会
17日　熊野大花火大会

22～23日　全国離島振興市町村議会議長会役員
会（長崎県西海市）

23日　滋賀県高島市視察来庁
24日　四市正副議長会（黒潮懇話会）
25日　シーガルズバレーボール教室
26日　志摩市総合防災訓練
28日　総務財政常任委員会、志摩市議会議

員研修会
29日　会派代表者会議

３日　鳥羽警察署関係説明会
６日　全員協議会
７日　議会運営委員会
８日　伊勢神宮奉納全国花火大会
９日　志摩市社会福祉大会
11日　わらじ祭祭典

13～10月12日　平成19年第３回定例会
15日　わらじ祭・ふれあい祭、安乗文楽
17日　志摩の海女大撮影会

８月

９月

１日　志摩市功労者表彰式、滋賀県米原市
視察来庁

５日　全員協議会
６日　志摩市民運動会
７日　あわび王国まつり
10日　シニアマンション志摩新生館竣工披露式
11日　全日本シニアソフトボール大会開会式
12日　議会運営委員会、会派代表者会議
13日 豊壽園起工式
19日　議会広報特別委員会、会派代表者会議
20日　ええじゃんかまつり
22日　全国離島振興市町村議会議長会理事

会、政府・国会懇談会、真珠祭り（供
養祭）

23日　伊勢湾口道路建設促進大会、鹿児島
県姶良郡姶良町視察来庁

24日 英虞湾架橋建設促進協議会役員会
25日　あいふぇすたイン志摩、会派代表者

会議、議会運営委員会
26日　教育民生常任委員会協議会
29日　議会運営委員会
30日　議会広報特別委員会

10月

◆次回定例会の予定◆
《開催日時》
平成19年12月４日～平成19年12月21日
午前９時から
《開催場所》
志摩分庁舎４階本会議場・委員会室

※審議内容等により変更する場合がありますので、事前に
ご確認ください。

お問い合わせ：
志摩市議会事務局 ☎0599－85－5401


